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四
五
『
越
州
軍
記
』
に
み
る
越
前
一
向
一
揆
は
じ
め
に
　
十
六
世
紀
後
期
、
約
百
年
に
わ
た
っ
た
朝
倉
氏
の
越
前
支
配
は
、
織
田
信
長
軍
の
攻
撃
に
よ
っ
て
崩
壊
し
、
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
に
朝
倉
氏
は
滅
亡
し
越
前
は
織
田
領
国
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
翌
天
正
二
年
初
め
に
、
元
朝
倉
氏
家
臣
で
織
田
信
長
か
ら
守
護
代
に
任
命
さ
れ
た
桂
田
長
俊
（
前
波
吉
継
、
以
下
桂
田
長
俊
で
統
一
）
は
、
同
じ
く
元
朝
倉
氏
家
臣
富
田
長
繁
に
滅
ぼ
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
富
田
は
本
願
寺
門
徒
ら
の
勢
力
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
、越
前
は
「
一
揆
持
」（『
信
長
公
記
』
巻
七
）
の
体
制
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、結
局
こ
の
「
一
揆
持
」
体
制
は
、
翌
年
八
月
に
織
田
軍
に
殲
滅
さ
れ
、
僅
か
一
年
余
で
潰
え
去
っ
た
。
　
さ
て
、
織
田
領
国
と
な
っ
た
越
前
で
短
期
間
で
は
あ
る
が
「
一
揆
持
」
体
制
が
成
立
し
た
の
は
何
故
な
の
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
本
願
寺
門
徒
の
一
揆
、
い
わ
ゆ
る
一
向
一
揆
の
蜂
起
に
よ
る
も
の
と
い
う
見
解
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
、
越
前
で
こ
の
時
期
に
一
向
一
揆
の
蜂
起
と
越
前
制
圧
が
可
能
だ
っ
た
理
由
や
、
ま
た
本
願
寺
門
徒
が
越
前
を
制
圧
す
る
に
至
っ
た
具
体
的
な
過
程
に
つ
い
て
は
、
史
料
的
な
限
界
も
あ
っ
て
か
殆
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
た
だ
漠
然
と
、
織
田
権
力
に
対
す
る
本
願
寺
門
徒
の
立
場
か
ら
の
抵
抗
が
想
定
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
こ
の
一
揆
で
は
本
願
寺
門
徒
勢
力
の
「
一
揆
持
」
体
制
が
成
立
し
た
後
に
な
っ
て
、
当
の
本
願
寺
門
徒
の
『
越
州
軍
記
』
に
み
る
越
前
一
向
一
揆
神　
田　
千　
里
四
六
一
部
が
反
逆
す
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
一
揆
内
一
揆
」
が
起
こ
っ
て
い
る
が
そ
の
理
由
も
検
討
さ
れ
て
お
ら
ず
、
加
賀
一
向
一
揆
首
脳
に
よ
る
指
導
・
支
配
に
反
発
し
た
、
と
い
う
『
越
州
軍
記
』
の
叙
述
で
説
明
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
　
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
小
泉
義
博
氏
の
「
越
前
一
向
一
揆
の
展
開（（
（
」
が
関
連
史
料
を
ほ
ぼ
網
羅
し
つ
つ
、
従
来
の
研
究
成
果
の
集
約
を
試
み
て
い
る
が
、
上
記
の
点
に
関
す
る
考
察
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
確
か
に
史
料
が
僅
少
で
あ
る
点
は
検
討
を
進
め
る
上
で
の
多
大
の
困
難
と
な
っ
て
い
る
が
、
従
来
利
用
さ
れ
て
き
た
史
料
の
範
囲
内
で
も
、
こ
れ
ま
で
問
題
と
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
点
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
事
件
を
捉
え
る
視
座
を
再
検
討
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
特
に
、
最
近
『
加
能
史
料
』
戦
国
一
六
（
石
川
県
・
二
〇
一
八
年
）
が
刊
行
さ
れ
、
検
討
の
便
宜
は
さ
ら
に
向
上
し
て
い
る
。
　
そ
こ
で
本
稿
で
は
二
つ
の
方
法
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
の
一
つ
は
、こ
の
事
件
の
僅
か
二
年
後
の
、天
正
五
年
の
奥
書
を
も
つ
『
越
州
軍
記
』
を
活
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
軍
記
物
と
い
う
性
格
上
、
史
料
と
し
て
の
限
界
は
あ
る
も
の
の
、
記
述
内
容
は
一
次
史
料
で
裏
付
け
ら
れ
る
も
の
も
少
な
く
は
な
く
、
裏
付
け
を
求
め
つ
つ
、
活
用
す
る
こ
と
は
可
能
だ
と
思
わ
れ
る
。
第
二
に
当
該
一
揆
を
「
一
揆
持
」
体
制
と
い
う
、
抽
象
的
な
概
念
で
捉
え
る
の
で
は
な
く
当
時
の
政
治
史
、
特
に
北
陸
諸
勢
力
の
「
外
交
」
関
係（（
（
の
中
で
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。「
一
揆
持
」
を
推
進
す
る
勢
力
が
政
治
的
に
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
っ
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
越
前
一
向
一
揆
の
新
た
な
側
面
が
み
え
て
来
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
Ⅰ　
『
越
州
軍
記
』
の
描
く
「
一
揆
持
」
成
立
過
程
　
ま
ず
は
い
わ
ゆ
る
「
一
揆
持
」
成
立
に
至
る
過
程
を
『
越
州
軍
記
』
を
手
が
か
り
に
し
つ
つ
跡
付
け
る
こ
と
に
し
た
い
。
四
七
『
越
州
軍
記
』
に
み
る
越
前
一
向
一
揆
（
１
）
朝
倉
領
国
の
崩
壊
　
朝
倉
義
景
は
北
近
江
の
浅
井
氏
の
援
護
に
出
陣
し
、
浅
井
氏
の
小
谷
城
を
包
囲
す
る
織
田
勢
と
戦
っ
て
敗
北
し
、
越
前
へ
と
敗
走
す
る
と
こ
ろ
を
追
撃
さ
れ
、
あ
っ
け
な
く
滅
び
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
『
越
州
軍
記
』
に
よ
れ
ば
、
既
に
織
田
方
に
内
応
す
る
家
臣
が
お
り
、
彼
等
の
力
に
よ
り
朝
倉
領
国
は
崩
壊
し
、
代
っ
て
成
立
し
た
織
田
領
国
の
、
最
初
の
支
柱
と
な
っ
た
の
も
彼
等
で
あ
っ
た
。『
越
州
軍
記
』
に
よ
れ
ば
桂
田
長
俊
・
富
田
長
繁
・
朝
倉
景
鏡
・
魚
住
景
固
ら
が
そ
れ
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
桂
田
長
俊
が
織
田
信
長
か
ら
越
前
守
護
代
に
任
命
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
『
越
州
軍
記
』
の
記
述
を
要
約
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
桂
田
長
俊
は
既
に
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
に
北
近
江
の
虎
御
前
山
の
城
に
行
き
、
駆
け
入
っ
て
服
属
を
告
げ
て
信
長
を
喜
ば
せ
た
と
い
う
し
、
富
田
長
繁
（
長
秀
）
も
や
は
り
毛
屋
猪
介
・
増
井
甚
内
助
ら
と
共
に
、
元
亀
三
年
に
織
田
信
長
に
通
じ
て
い
た
（
三
・
越
前
侍
共
信
長
方
エ
行
之
事
）。
朝
倉
景
鏡
は
織
田
勢
が
越
前
を
攻
略
し
て
い
く
中
で
織
田
勢
に
内
応
し
、
魚
住
景
固
は
織
田
軍
が
越
前
に
侵
攻
す
る
際
に
敦
賀
に
使
者
を
送
っ
て
信
長
に
越
前
の
内
情
を
知
ら
せ
、
府
中
侵
攻
を
進
言
し
た
と
い
う
（
同
上
・
平
泉
寺
衆
徒
等
心
違
之
事
、
信
長
殿
越
前
府
中
ヘ
御
着
陣
之
事
）。
　
さ
ら
に
桂
田
長
俊
・
魚
住
景
固
は
越
前
攻
め
の
織
田
軍
の
先
陣
を
務
め
て
お
り
（
同
上
・
信
長
殿
諸
勢
大
野
エ
寄
来
之
事
）、
朝
倉
景
鏡
・
同
七
郎
・
朝
倉
景
健
・
同
出
雲
守
・
溝
江
長
逸
・
桂
田
長
俊
は
、
天
正
元
年
十
一
月
に
織
田
信
長
が
上
洛
し
た
際
、
同
じ
く
上
洛
し
て
信
長
に
謁
見
し
た
と
い
う
（
四
・
越
前
国
江
州
両
国
守
護
代
事
）。
す
な
わ
ち
朝
倉
景
鏡
の
よ
う
な
一
族
や
桂
田
長
俊
等
家
臣
た
ち
が
織
田
軍
に
内
応
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
織
田
軍
は
短
期
間
の
う
ち
に
朝
倉
義
景
を
滅
ぼ
し
、
越
前
を
制
圧
で
き
た
と
い
う
の
が
、『
越
州
軍
記
』
の
語
る
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。
　
一
方
織
田
信
長
は
越
前
の
戦
況
を
上
杉
謙
信
に
報
告
し
た
朱
印
状
で
「
朝
倉
兵
庫
助
［
景
綱
］・
魚
住
備
後
守
［
景
固
］・
朝
倉
駿
河
守
・
同
孫
六
郎
・
同
大
炊
允
・
同
近
江
守
、
そ
の
外
悉
く
罷
出
で
一
礼
し
候
、
朝
倉
式
部
大
輔
［
景
鏡
］・
同
孫
三
郎
［
景
健
］、
義
景
前
を
引
退
四
八
し
、
山
中
に
こ
れ
あ
り
、
色
々
悃
望
候
と
い
へ
ど
も
、
今
に
至
り
て
召
出
さ
ず
候
事
」（『
本
願
寺
文
書
』
八
月
二
十
日
織
田
信
長
朱
印
状
）
と
述
べ
、
魚
住
景
固
、
朝
倉
景
鏡
、
朝
倉
景
健
ら
が
服
属
な
い
し
、
降
参
を
申
し
出
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
朝
倉
景
健
は
内
応
者
ら
の
中
に
み
え
な
い
が
、天
正
二
年
の
越
前
一
揆
の
中
で
、一
揆
方
の
一
員
と
し
て
富
田
長
繁
と
戦
っ
て
い
る
こ
と
が
『
越
州
軍
記
』
に
み
え
、
さ
ら
に
「
一
揆
持
」
体
制
成
立
の
後
、
織
田
信
長
に
内
応
し
た
高
田
専
修
寺
、
堀
江
景
忠
ら
と
並
ん
で
や
は
り
織
田
信
長
に
内
応
し
て
い
る
（『
法
雲
寺
文
書
』天
正
二
年
七
月
二
十
日
織
田
信
長
黒
印
状
）。
朝
倉
氏
滅
亡
の
中
を
生
き
延
び
た
こ
と
は
確
実
と
い
っ
て
差
し
支
え
な
い
。
さ
ら
に
『
信
長
公
記
』
は
朝
倉
景
鏡
が
、
朝
倉
義
景
を
自
害
さ
せ
、
首
を
持
参
し
て
織
田
信
長
に
服
属
を
申
し
出
た
こ
と
を
記
し
「
名
字
の
惣
領
と
云
ひ
、
親
類
と
云
ひ
、
前
代
未
聞
の
働
き
」（
巻
六
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
大
筋
で
『
越
州
軍
記
』
が
記
す
朝
倉
氏
滅
亡
の
状
況
は
一
次
史
料
や
信
憑
性
が
高
い
と
さ
れ
る
『
信
長
公
記
』
と
齟
齬
す
る
点
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
（
２
）
桂
田
長
俊
と
富
田
長
繁
と
の
対
立
　
朝
倉
氏
旧
臣
の
内
応
者
の
一
人
桂
田
長
俊
を
「
守
護
代
」（『
越
州
軍
記
』『
信
長
公
記
』）
と
し
て
据
え
た
織
田
体
制
の
内
部
で
早
く
も
対
立
が
起
こ
っ
た
。
内
応
者
の
別
の
一
人
富
田
長
繁
が
、
長
俊
と
抗
争
し
滅
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。『
越
州
軍
記
』
で
は
長
俊
が
織
田
信
長
に
讒
言
し
た
た
め
、
富
田
長
繁
に
は
然
る
べ
き
恩
賞
が
な
く
、
長
繁
が
遺
恨
を
も
っ
た
こ
と
が
原
因
と
し
て
い
る
（
四
・
越
前
国
江
州
両
国
守
護
代
之
事
）。
　
し
か
し
『
尋
憲
記
』
の
記
す
と
こ
ろ
で
は
、
桂
田
長
俊
に
専
横
の
振
舞
い
が
あ
り
、
織
田
家
に
内
応
し
た
朝
倉
氏
旧
臣
ら
の
反
感
を
買
っ
た
た
め
だ
と
し
、「
越
前
国
衆
搞
田
［
桂
田
］
播
馬
守
腹
切
り
を
は
ん
ぬ
、
余
り
に
恣
の
儀
こ
れ
あ
る
間
、
腹
切
ら
す
る
な
り
、
更
に
信
長
へ
対
し
て
別
心
に
あ
ら
ざ
る
由
、
彼
の
国
よ
り
信
長
へ
注
進
す
と
云
々
、
則
ち
羽
柴
藤
吉
郎
、
柴
田
修
理
亮
・
佐
久
間
右
衛
門
尉
三
人
、
越
州
へ
相
立
つ
の
由
、
必
定
の
由
な
り
」（
正
月
二
十
七
日
条
）
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
越
前
は
無
事
に
罷
り
成
り
、
飛
田
［
富
田
］
信
長
へ
礼
四
九
『
越
州
軍
記
』
に
み
る
越
前
一
向
一
揆
に
罷
り
出
で
、
国
衆
悉
く
も
つ
て
人
替
［
人
質
］
を
出
だ
し
、
相
静
ま
り
候
」（
二
月
十
八
日
条
）
と
の
情
報
を
伝
え
て
い
る
。
富
田
長
繁
が
織
田
信
長
か
ら
桂
田
討
伐
を
追
認
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
　
因
み
に
『
越
州
軍
記
』
も
「
長
秀
［
長
繁
］、「
一
身
し
て
国
を
持
つ
事
成
り
が
た
し
」
と
や
思
ひ
け
ん
、
内
々
織
田
殿
の
前
を
償
ひ
て
、
越
前
の
守
護
職
の
一
行
朱
印
を
取
り
、
舎
弟
を
人
質
に
岐
阜
へ
遣
し
け
る
由
、
風
聞
す
」（
四
・
富
田
越
前
国
ヲ
打
捕
威
勢
ヲ
振
シ
事
）
と
記
し
、『
尋
憲
記
』
の
記
述
と
大
筋
で
一
致
し
て
お
り
、『
越
州
軍
記
』
の
信
憑
性
の
高
さ
が
窺
わ
れ
る
。
織
田
信
長
が
富
田
長
繁
の
桂
田
長
俊
討
伐
を
追
認
す
る
な
ど
、
服
属
し
た
朝
倉
氏
旧
臣
の
動
向
に
介
入
を
控
え
て
い
る
か
に
見
え
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
織
田
権
力
の
越
前
制
圧
の
実
態
を
垣
間
見
せ
る
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。
（
３
）
加
賀
派
と
富
田
派
と
の
対
立
　
と
こ
ろ
が
こ
れ
で
事
態
は
解
決
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。『
越
州
軍
記
』
に
よ
れ
ば
、
桂
田
長
俊
を
滅
ぼ
し
た
富
田
長
繁
は
魚
住
景
固
を
も
滅
ぼ
し
た
た
め
、朝
倉
景
健
、朝
倉
出
雲
守
ら
が
離
反
し
た
と
い
う
（
四
・
富
田
越
前
国
ヲ
打
捕
威
勢
ヲ
振
シ
事
）。
そ
し
て
二
月
上
旬
に
「
国
中
の
一
揆
」
が
蜂
起
し
て
加
賀
か
ら
七
里
頼
周
を
大
将
と
し
て
招
請
し
、
富
田
長
繁
を
誅
戮
し
よ
う
と
し
た
と
『
越
州
軍
記
』
は
記
し
て
い
る
（
四
・
国
中
一
揆
蜂
起
シ
テ
諸
侍
ヲ
責
ル
之
事
）。
　
『
越
州
軍
記
』
の
記
す
「
国
中
一
揆
」
の
実
態
で
あ
る
が
、朝
倉
景
健
・
同
景
胤
が
「
国
中
一
揆
」
に
味
方
し
て
富
田
と
戦
っ
て
お
り
（
四
・
富
田
与
一
揆
合
戦
之
事
）、
ま
た
溝
江
長
逸
が
進
駐
し
た
本
願
寺
家
臣
下
間
頼
照
と
加
賀
一
向
一
揆
首
脳
の
杉
浦
玄
任
に
人
質
を
出
し
て
お
り
（
同
上
・
金
津
溝
江
大
炊
允
館
ヲ
一
揆
等
攻
ル
事
）、
織
田
氏
に
内
応
し
て
織
田
体
制
を
形
成
し
た
朝
倉
氏
旧
臣
の
う
ち
、
反
富
田
派
を
形
成
し
た
者
ら
が
そ
の
一
角
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
は
想
像
に
た
や
す
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
富
田
の
「
股
肱
の
臣
」
増
井
甚
内
助
や
毛
屋
猪
介
ら
は
富
田
に
味
方
し
て
討
死
し
て
い
る
（
同
上
・
富
田
ガ
衆
毛
屋
・
増
井
被
誅
之
事
）。
即
ち
桂
田
長
俊
を
討
伐
し
た
際
に
結
束
し
て
五
〇
い
た
旧
朝
倉
家
中
の
者
た
ち
が
、「
国
中
一
揆
」
派
と
富
田
派
と
に
分
裂
し
て
戦
っ
て
い
る
あ
り
さ
ま
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
　
さ
ら
に
『
越
州
軍
記
』
に
よ
れ
ば
、「
国
中
一
揆
」
が
加
賀
一
向
一
揆
の
指
導
者
と
結
ぶ
一
方
、「
府
中
町
人
」
や
真
宗
「
三
門
徒
」
派
は
富
田
方
で
あ
り
（
四
・
富
田
与
一
揆
合
戦
之
事
）、『
越
州
軍
記
』
の
異
本
『
朝
倉
始
末
記
』
の
記
事
を
勘
案
す
る
と
、
本
願
寺
門
徒
の
指
導
者
の
一
人
本
覚
寺
は
、
真
宗
高
田
派
の
「
高
田
仙
福
寺
」（
高
田
専
福
寺
）
と
戦
っ
て
お
り
（
巻
之
七
・
一
揆
高
田
仙
福
寺
ヘ
寄
ス
ル
事
）、
真
宗
高
田
派
も
「
国
中
一
揆
」
に
属
し
て
い
な
い
。
高
田
専
福
寺
は
人
質
を
出
し
て
本
覚
寺
の
率
い
る
一
揆
勢
と
和
睦
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
織
田
信
長
に
通
じ
て
い
た
と
い
う
（
同
前（（
（
）。
即
ち
「
府
中
町
人
」・
真
宗
三
門
徒
派
・
真
宗
高
田
派
ら
の
、
富
田
へ
の
与
同
と
「
国
中
一
揆
」
へ
の
対
抗
と
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
旧
朝
倉
家
臣
で
反
富
田
派
を
形
成
し
た
者
た
ち
と
、
越
前
国
内
勢
力
の
う
ち
、
加
賀
一
向
一
揆
の
指
導
者
と
結
ん
だ
勢
力
と
が
共
に
「
国
中
一
揆
」
に
属
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
当
時
の
越
前
国
内
が
二
つ
の
勢
力
に
分
裂
し
て
お
り
、
そ
の
一
方
が
加
賀
一
向
一
揆
と
結
び
、
他
方
が
富
田
長
繁
と
結
ん
で
互
い
に
対
立
し
て
い
た
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
『
越
州
軍
記
』
か
ら
想
定
さ
れ
る
、
こ
う
し
た
対
立
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
史
料
の
残
存
状
況
か
ら
困
難
で
あ
る
の
で
、
越
前
地
域
の
本
願
寺
門
徒
勢
力
に
限
っ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。『
越
州
軍
記
』
は
「
国
中
一
揆
」
と
加
賀
一
向
一
揆
と
の
指
導
者
が
結
ん
だ
状
況
で
越
前
国
内
の
多
く
の
本
願
寺
門
徒
が
蜂
起
し
た
と
す
る
。
即
ち
「
河
合
の
八
杉
」
は
一
揆
の
大
将
と
な
り
、
乙
部
勘
解
由
左
衛
門
の
館
を
奪
い（（
（
、「
西
の
庄
」（
北
庄
）
の
一
揆
は
朝
倉
孫
六
を
誅
戮
し
、
河
北
（
河
合
庄
）
の
一
揆
は
黒
坂
与
七
の
館
を
攻
め
黒
坂
与
七
兄
弟
の
首
を
加
賀
か
ら
来
た
七
里
頼
周
の
許
に
持
参
し
て
戦
功
を
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
七
里
は
大
将
で
あ
る
七
里
自
身
の
下
知
に
よ
ら
ず
「
私
と
し
て
武
士
を
殺
す
こ
と
」
は
「
言
語
道
断
の
曲
次
第
」
で
あ
る
と
叱
責
し
て
頸
を
持
参
し
た
者
の
処
刑
を
命
じ
た
と
い
う
（
四
・
国
中
一
揆
蜂
起
シ
テ
諸
侍
ヲ
責
ル
之
事
）。
こ
の
う
ち
「
河
合
の
八
杉
」
は
朝
倉
義
景
滅
亡
の
際
に
義
景
の
娘
を
大
坂
へ
送
り
届
け
た
（
三
・
福
岡
ニ
義
景
ノ
息
女
二
人
預
ケ
ラ
ル
ヽ
事
）、
本
願
寺
に
出
入
り
で
き
る
人
物
と
し
て
描
か
れ
、「
河
北
の
一
揆
」
も
黒
坂
与
七
兄
弟
の
首
を
七
里
頼
周
の
五
一
『
越
州
軍
記
』
に
み
る
越
前
一
向
一
揆
許
に
持
参
し
て
報
告
し
た
本
願
寺
門
徒
勢
力
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
が
、
蜂
起
し
た
本
願
寺
門
徒
の
中
で
も
「
国
中
一
揆
」
勢
力
と
富
田
派
勢
力
と
の
対
立
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
の
が
次
の
史
料
で
あ
る
。『山
本
重
信
家
所
蔵
文
書
』（『
加
能
史
料
』
戦
国
一
六
、一
一
四
頁
）
　
　
　
乍
恐
以
一
書
申
上
候
、
一‌‌
、
末
野
村
立
神
清
右
衛
門
与
申
者
、
村
人
理
不
尽
に
討
捕
申
、
其
上
家
中
悉
致
監
妨
［
濫
妨
］、
致
放
火
候
、
殊
立
清
儀
者
、
去
年
拾
月
十
四
日
ニ
、
以
墨
付
御
門
跡
様
江
御
理
為
申
上
者
之
儀
、
少
も
無
如
在
者
に
て
候
処
、
討
捕
申
候
条
、
村
人
被
為
召
上
被
成
御
糾
明
、
急
度
被
仰
付
候
者
、
可
忝
存
候
御
事
、
一‌‌
、
府
中
板
屋
父
子
共
ニ
、
是
も
理
不
尽
ニ
不
及
糾
明
、
寄
事
左
右
、
被
討
捕
候
儀
、
如
何
可
有
御
座
候
哉
、
殊
被
仰
付
候
市
石
源
内
者
落
行
申
候
て
、
無
如
在
板
屋
儀
、
被
討
捕
候
事
、
迷
惑
之
旨
、
親
類
共
申
御
事
ニ
候
条
、
常
楽
寺
門
徒
中
存
分
有
之
義
ニ
御
座
候
、
何
も
被
召
出
、
急
度
被
仰
付
候
者
、
生
々
世
々
難
有
可
存
候
御
事
、
一‌‌
、
円
宮
寺
与
申
者
、
御
門
徒
雖
為
坊
主
分
、
去
十
四
日
［
二
月
］
之
働
ニ
茂
、
富
田
与
有
同
心
、
御
門
徒
之
法
敵
ニ
被
成
罷
事
ニ
候
、
無
隠
候
、
殊
十
八
日
之
富
田
打
宛
［
死
］
仕
候
時
迄
、
円
宮
寺
・
下
々
者
共
、
長
泉
寺
山
江
夜
打
ニ
（
以
下
欠
）、
　
後
欠
の
断
簡
史
料
で
あ
る
た
め
、
訴
訟
主
体
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
願
寺
門
徒
勢
力
の
指
導
者
に
対
し
て
提
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
訴
状
の
断
簡
で
あ
る
。
こ
こ
で
知
ら
れ
る
の
は
三
点
の
訴
え
で
あ
り
、
前
二
者
は
「
如
在
な
き
者
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
理
不
尽
に
討
伐
さ
れ
た
者
に
関
す
る
正
当
な
裁
許
の
要
求
で
あ
る
。
末
野
村
村
民
か
ら
討
伐
さ
れ
た
末
野
村
の
立
神
清
右
衛
門
は
前
年
に
「
墨
付
」
を
も
っ
て
「
御
門
跡
様
」
即
ち
本
願
寺
顕
如
に
言
上
し
た
「
如
在
な
き
者
」
で
あ
る
こ
と
、
府
中
の
板
谷
父
子
も
「
如
在
な
き
者
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
討
伐
さ
れ
た
こ
と
が
訴
え
ら
れ
て
い
る
。
立
神
清
右
衛
門
が
顕
如
に
言
上
し
た
こ
と
が
彼
の
正
当
性
を
示
す
証
拠
と
し
て
五
二
挙
げ
ら
れ
て
い
る
点
か
ら
も
、
本
願
寺
門
徒
勢
力
の
指
導
者
に
対
す
る
訴
え
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
　
こ
れ
に
対
し
円
宮
寺
は
、
富
田
方
に
味
方
す
る
「
御
門
徒
の
法
敵
」
と
し
て
訴
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
円
宮
寺
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
大
町
専
修
寺
賢
会
と
共
に
鉢
伏
山
城
の
防
備
に
携
わ
り
、天
正
三
年
の
織
田
軍
の
越
前
侵
攻
の
際
戦
死
し
て
い
る
「
国
中
一
揆
」
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
そ
の
円
宮
寺
が
二
月
十
四
日
の
段
階
で
は
富
田
長
繁
に
味
方
し
、
十
八
日
に
は
富
田
の
軍
勢
に
加
わ
っ
た
と
し
て
告
発
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（（
（
。
即
ち
、
こ
の
訴
状
で
は
富
田
長
繁
に
属
し
従
軍
す
る
こ
と
が
「
御
門
徒
の
法
敵
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
る
よ
う
な
行
為
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。「
御
門
徒
の
法
敵
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
訴
状
断
簡
が
本
願
寺
門
徒
勢
力
の
指
導
者
に
宛
て
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
　
即
ち
こ
の
訴
状
か
ら
は
、
本
願
寺
・
加
賀
一
向
一
揆
に
味
方
す
る
か
、
富
田
長
繁
に
味
方
す
る
か
と
い
う
越
前
本
願
寺
門
徒
団
内
部
の
対
立
状
況
の
中
で
、
本
願
寺
に
忠
実
な
者
が
内
部
で
制
裁
を
受
け
た
り
、
逆
に
一
時
的
に
で
は
あ
れ
、
富
田
長
繁
に
同
心
し
て
「
御
門
徒
の
法
敵
」
と
告
発
さ
れ
な
が
ら
門
徒
と
し
て
地
位
を
保
っ
た
者
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
富
田
に
従
っ
た
と
い
う
円
宮
寺
に
対
す
る
告
発
が
事
実
か
ど
う
か
確
証
は
な
い
も
の
の
、
こ
う
し
た
告
発
が
存
在
し
た
こ
と
自
体
、
門
徒
勢
の
中
に
富
田
勢
に
属
し
た
者
が
存
在
し
得
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
　
即
ち
本
願
寺
門
徒
勢
力
の
中
に
も
加
賀
一
向
一
揆
派
と
富
田
派
と
の
対
立
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
の
時
点
で
越
前
に
は
本
願
寺
門
徒
集
団
を
含
め
て
、『
越
州
軍
記
』
に
描
か
れ
る
よ
う
な
対
立
の
構
図
が
、
広
く
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
（
４
）
本
願
寺
の
越
前
支
配
成
立
　
『
越
州
軍
記
』
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
て
成
立
し
た
「
国
中
一
揆
」
は
本
願
寺
の
「
義
景
の
大
敵
な
り
、
早
々
誅
す
べ
し
」
と
の
下
知
を
受
五
三
『
越
州
軍
記
』
に
み
る
越
前
一
向
一
揆
け
て
（
四
・
平
泉
寺
退
治
之
事
）
朝
倉
景
鏡
を
討
伐
し
て
越
前
を
制
圧
し
た
。
さ
ら
に
本
願
寺
は
家
臣
の
下
間
頼
照
を
派
遣
し
て
越
前
の
守
護
に
任
じ
、
加
賀
一
向
一
揆
首
脳
の
杉
浦
玄
任
を
大
野
郡
司
に
、
下
間
和
泉
守
を
足
羽
郡
司
に
任
じ
た
と
い
う
（
同
上
・
従
大
坂
越
前
守
護
職
居
置
ル
事
）。
す
な
わ
ち
越
前
は
本
願
寺
が
支
配
権
を
も
つ
、
加
賀
に
も
似
た
本
願
寺
領
国
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
『
越
州
軍
記
』
の
記
述
は
一
次
史
料
で
傍
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
願
寺
家
臣
下
間
正
秀
（
頼
資
）
は
、
近
江
国
興
敬
寺
が
、
遠
江
国
高
天
神
城
に
お
け
る
武
田
勝
頼
の
合
戦
を
報
告
し
た
こ
と
に
対
す
る
返
書
の
中
で
、「
随
ひ
て
越
前
表
の
儀
、
一
国
平
均
、
存
分
に
仰
せ
付
け
ら
れ
候
間
、
別
し
て
御
心
安
か
る
べ
く
候
」（『
興
敬
寺
文
書
』（
天
正
二
年
）
六
月
二
十
九
日
下
間
正
秀
書
状
）
と
述
べ
、
越
前
が
本
願
寺
の
「
仰
せ
付
け
」
る
存
在
に
、
即
ち
そ
の
支
配
下
に
入
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
　
さ
ら
に
天
正
二
年
十
月
、
本
願
寺
が
北
庄
に
御
堂
を
建
設
す
る
こ
と
が
越
前
門
徒
に
対
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
（『
勝
授
寺
文
書
』（
天
正
二
年
）
十
月
二
十
四
日
賢
会
書
状
）。
恐
ら
く
計
画
の
み
に
終
わ
っ
た
こ
の
御
堂
建
設
計
画
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
も
ち
ろ
ん
不
明
で
あ
る
が
、
加
賀
に
お
け
る
金
沢
御
堂
に
準
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
こ
と
は
た
や
す
い
。
こ
こ
か
ら
も
、「
国
中
一
揆
」
制
圧
下
の
越
前
を
本
願
寺
が
自
ら
の
領
国
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
＊　
　
　
　
　
＊　
　
　
　
　
＊
　
以
上
『
越
州
軍
記
』
の
記
述
を
手
が
か
り
に
、
裏
付
け
と
な
る
一
次
史
料
を
検
討
す
る
、
と
い
う
手
続
き
に
よ
り
、
越
前
に
お
け
る
「
一
揆
持
」
体
制
成
立
の
過
程
を
考
察
し
て
き
た
。
ま
ず
少
な
か
ら
ぬ
朝
倉
氏
家
臣
が
織
田
方
に
内
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、
朝
倉
氏
領
国
は
自
壊
し
、
内
応
し
た
家
臣
ら
の
体
制
を
追
認
す
る
形
で
織
田
領
国
が
構
築
さ
れ
る
。
次
に
こ
の
体
制
の
中
で
桂
田
長
俊
と
富
田
長
繁
ら
こ
れ
に
対
立
す
る
勢
力
と
が
抗
争
し
、
桂
田
長
俊
は
滅
ぼ
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
領
国
支
配
体
制
を
立
て
直
す
過
程
で
、
越
前
は
二
つ
の
対
立
す
る
勢
力
に
分
裂
す
る
。
そ
の
一
つ
が
隣
国
の
加
賀
、
つ
ま
り
加
賀
一
向
一
揆
と
結
ぶ
勢
力
で
あ
り
、
他
方
は
国
内
で
有
力
と
な
っ
た
富
田
長
繁
を
支
持
す
る
勢
力
で
あ
る
。
こ
の
両
派
の
抗
争
の
結
果
、
越
前
は
加
賀
同
様
の
本
願
寺
領
国
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
「
一
揆
持
」
体
制
の
内
実
で
あ
五
四
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
本
願
寺
領
国
と
な
っ
た
越
前
で
、
本
願
寺
門
徒
勢
力
が
少
な
か
ら
ぬ
勢
力
を
も
つ
こ
と
は
想
像
に
た
や
す
い
。
こ
れ
が
従
来
か
ら
「
越
前
一
向
一
揆
」
の
名
で
呼
ば
れ
て
き
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
の
成
立
は
越
前
勢
の
一
部
が
加
賀
一
向
一
揆
と
結
び
、
そ
の
支
配
を
越
前
に
呼
び
込
む
こ
と
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
以
上
の
点
か
ら
見
る
と
、
朝
倉
氏
滅
亡
後
に
顕
在
化
し
た
、
織
田
権
力
に
対
す
る
本
願
寺
門
徒
の
反
発
の
み
が
越
前
一
向
一
揆
成
立
の
原
因
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
通
常
の
戦
国
大
名
領
国
で
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
大
名
家
の
弱
体
化
な
い
し
滅
亡
の
過
程
で
、
大
名
家
々
中
や
国
内
勢
力
の
一
部
が
隣
国
と
結
ぶ
と
い
う
「
外
交
」
関
係
も
大
き
な
要
因
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
従
っ
て
本
願
寺
の
下
で
越
前
支
配
を
樹
立
し
た
加
賀
一
向
一
揆
の
首
脳
た
ち
も
、
本
願
寺
門
徒
を
含
む
越
前
勢
に
と
っ
て
は
、
隣
国
加
賀
の
勢
力
と
い
う
側
面
を
も
有
し
て
い
た
こ
と
は
た
や
す
く
窺
え
よ
う
。
よ
く
知
ら
れ
る
越
前
一
向
一
揆
内
で
の
対
立
、
い
わ
ゆ
る
「
一
揆
内
一
揆
」
の
発
生
は
こ
う
し
た
点
に
よ
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
と
予
想
さ
れ
る
。
以
下
、「
一
揆
持
」
内
部
の
対
立
を
み
て
行
き
た
い
。
Ⅱ　
「
一
揆
持
」
体
制
に
対
す
る
抵
抗
　
『
越
州
軍
記
』
に
よ
れ
ば
、
越
前
が
「
一
揆
持
体
制
」
と
な
り
、
一
揆
ら
が
自
ら
支
配
す
る
つ
も
り
で
い
た
と
こ
ろ
、
本
願
寺
か
ら
下
間
頼
照
を
守
護
に
、
杉
浦
玄
任
を
大
野
郡
司
に
、
下
間
和
泉
守
を
足
羽
郡
司
に
任
じ
、
七
里
頼
周
が
「
上
郡
・
府
中
辺
」
を
支
配
す
る
こ
と
に
な
り
、
越
前
一
揆
の
面
々
に
は
「
国
中
諸
納
所
半
損
」
即
ち
年
貢
の
半
済
分
が
与
え
ら
れ
た
の
み
で
あ
っ
た
（
四
・
従
大
坂
越
前
守
護
職
居
置
ル
事
）。
さ
ら
に
越
前
の
大
坊
主
に
は
知
行
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
彼
等
は
武
士
・
百
姓
を
門
徒
や
被
官
に
し
た
た
め
、
土
民
ら
は
「
坊
主
達
は
後
生
を
こ
そ
頼
み
た
れ
、或
ひ
は
下
部
の
ご
と
く
荷
を
持
た
せ
、或
ひ
は
下
人
の
ご
と
く
鑓
を
か
た
ね
さ
せ
召
使
は
る
ゝ
事
、
五
五
『
越
州
軍
記
』
に
み
る
越
前
一
向
一
揆
一
向
心
得
ざ
る
次
第
な
り
」
と
反
発
し
、
ま
た
本
願
寺
の
支
配
に
対
し
て
も
「
我
等
粉
骨
を
尽
し
て
此
国
を
打
取
り
け
る
に
、
何
と
も
知
ら
ざ
る
上
方
の
衆
が
下
り
て
、
国
を
恣
に
致
す
事
、
所
存
の
外
な
り
」
と
反
発
し
た
と
い
う
（
同
前
）。
　
本
願
寺
と
加
賀
一
向
一
揆
首
脳
の
支
配
に
対
し
て
は
、
他
国
に
よ
る
支
配
と
し
て
反
発
が
、
ま
た
本
願
寺
末
で
あ
る
「
大
坊
主
」
の
専
横
に
対
す
る
反
発
が
起
こ
っ
た
と
い
う
の
が
『
越
州
軍
記
』
の
記
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、引
き
続
き
『
越
州
軍
記
』
を
手
が
か
り
と
し
、
可
能
な
限
り
一
次
史
料
に
傍
証
を
求
め
な
が
ら
、
そ
の
実
態
を
考
え
て
い
き
た
い
。
（
１
）
反
対
す
る
国
内
勢
力
　
ま
ず
本
願
寺
門
徒
と
考
え
ら
れ
る
勢
力
が
支
配
に
反
発
し
て
い
る
。『
越
州
軍
記
』
に
よ
れ
ば
、
十
七
講
の
衆
が
大
坊
主
を
誅
罰
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
本
覚
寺
が
こ
れ
を
察
知
し
て
講
主
の
志
伊
の
林
兵
衛
と
い
う
者
、
及
び
河
合
の
八
杉
、
本
庄
の
宗
玄
ら
を
、
先
手
を
打
っ
て
討
伐
し
た
と
い
う
（
四
・
従
大
坂
越
前
守
護
職
居
置
ル
事
）。
ま
た
河
合
庄
の
一
揆
が
下
間
頼
照
に
対
し
て
蜂
起
し
た
が
、
頼
照
は
若
林
長
門
守
ら
を
派
遣
し
討
伐
し
、
ま
た
鑓
講
衆
も
下
間
和
泉
守
を
討
伐
せ
ん
と
蜂
起
し
た
が
、
や
は
り
下
間
和
泉
守
自
身
の
手
で
討
伐
さ
れ
た
と
記
し
て
い
る
（
同
上
）。
　
こ
の
う
ち
十
七
講
に
つ
い
て
は
本
願
寺
自
ら
が
糾
明
せ
ん
と
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
本
願
寺
顕
如
が
北
庄
に
下
し
た
御
書
に
は
「
十
七
講
衆
の
事
は
、
追
て
御
糾
明
を
遂
げ
ら
れ
、
仰
付
け
ら
る
べ
く
候
由
」
記
さ
れ
て
い
た
（『
勝
授
寺
文
書
』（
天
正
二
年
）
十
月
二
十
四
日
専
修
寺
賢
会
書
状
）。
従
っ
て
十
七
講
は
本
願
寺
門
徒
の
講
で
あ
り
、大
坊
主
に
反
発
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
河
合
の
八
杉
、河
合
庄
一
揆
、
鑓
講
の
実
態
は
不
明
で
あ
る
が
、
河
合
の
八
杉
は
前
述
の
よ
う
に
本
願
寺
に
出
入
り
で
き
る
者
と
し
て
描
か
れ
、
鑓
講
は
講
組
織
の
名
称
を
も
つ
点
、
本
願
寺
門
徒
で
あ
っ
た
可
能
性
は
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
　
次
に
堀
江
景
忠
が
あ
げ
ら
れ
る
。「
国
中
一
揆
」
蜂
起
の
時
点
で
は
溝
江
長
逸
を
攻
め
る
一
揆
勢
に
加
わ
っ
て
お
り
（『
越
州
軍
記
』
四
・
五
六
金
津
溝
江
大
炊
允
館
ヲ
一
揆
等
攻
ル
事
）、
織
田
信
長
が
越
前
一
向
一
揆
討
伐
に
侵
攻
し
た
時
に
は
、「
大
坂
に
対
し
遺
恨
あ
る
が
故
に
」
織
田
方
に
内
応
し
て
い
る
（
同
・
信
長
殿
越
前
ヘ
御
入
国
之
事
）。
越
前
が
「
一
揆
持
」
体
制
と
な
っ
て
い
た
時
期
に
「
拙
者
は
大
坂
御
門
徒
の
一
分
に
候
と
い
へ
ど
も
、
数
代
嘉
例
の
儀
」
で
あ
る
滝
谷
寺
の
七
月
の
行
を
依
頼
し
て
い
る
堀
江
幸
岩
斎
藤
秀
（『
滝
谷
寺
文
書
』
十
二
月
二
十
九
日
堀
江
藤
秀
書
状
）
は
、
そ
の
花
押
形
か
ら
堀
江
景
忠
そ
の
人
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る（（
（
。
藤
秀
は
ま
た
滝
谷
寺
の
所
領
安
堵
を
喜
び
、
所
領
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
に
は
、
加
賀
一
向
一
揆
首
脳
の
坪
坂
伯
耆
守
へ
の
口
利
き
を
申
し
出
て
お
り
（
同
上
四
月
十
四
日
堀
江
藤
秀
書
状
）、
本
願
寺
門
徒
で
あ
る
と
み
て
差
し
支
え
な
い（（
（
。
　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
堀
江
景
忠
（
一
名
幸
岩
斎
藤
秀
）
は
、
本
願
寺
門
徒
で
あ
り
、
か
つ
本
願
寺
・
加
賀
一
向
一
揆
に
反
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
既
に
天
正
二
年
七
月
の
時
点
で
信
長
に
内
応
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（『
法
雲
寺
文
書
』
天
正
二
年
七
月
二
十
日
織
田
信
長
黒
印
状
）。
彼
も
ま
た
本
願
寺
門
徒
の
反
対
派
と
い
え
よ
う
。
　
さ
ら
に
「
一
揆
持
」
下
で
、
本
願
寺
・
加
賀
一
向
一
揆
の
支
配
に
反
対
し
て
い
た
勢
力
と
し
て
、
真
宗
高
田
派
、
朝
倉
景
健
、
真
宗
三
門
徒
派
が
あ
げ
ら
れ
る
。
前
二
者
に
つ
い
て
は
、
天
正
二
年
七
月
の
時
点
で
、
織
田
信
長
に
内
応
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
同
前
天
正
二
年
七
月
二
十
日
織
田
信
長
黒
印
状
）。
真
宗
高
田
派
は
親
鸞
へ
の
帰
依
と
い
う
信
仰
を
有
す
る
が
、
宗
派
と
し
て
本
願
寺
派
に
敵
対
し
て
い
た
。
朝
倉
景
健
は
朝
倉
氏
旧
臣
で
あ
り
、
富
田
長
繁
に
敵
対
し
て
「
国
中
一
揆
」
方
に
属
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
織
田
方
に
内
応
し
て
い
る
。
但
し
翌
年
織
田
信
長
の
越
前
侵
攻
の
際
に
は
、
風
尾
の
要
害
に
立
て
籠
り
、
織
田
軍
に
降
伏
し
た
と
も
（『
高
橋
源
一
郎
氏
持
参
文
書
』
八
月
二
十
二
日
織
田
信
長
書
状
案
）、
味
方
の
首
を
土
産
に
降
伏
を
申
し
出
た
が
許
さ
れ
ず
「
生
害
」
さ
せ
ら
れ
た
と
も
（『
信
長
公
記
』
巻
八
）
記
さ
れ
、
そ
の
後
の
向
背
は
不
明
で
あ
る
。
　
真
宗
三
門
徒
派
は
、『
越
州
軍
記
』
で
は
前
述
の
よ
う
に
、「
府
中
町
人
」
と
共
に
富
田
長
繁
に
味
方
し
て
「
国
中
一
揆
」
と
戦
う
勢
力
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
天
正
三
年
六
月
に
は
、「
大
坂
」
即
ち
本
願
寺
門
徒
と
は
別
の
存
在
で
あ
る
と
し
て
織
田
信
長
か
ら
内
応
を
賞
さ
れ
五
七
『
越
州
軍
記
』
に
み
る
越
前
一
向
一
揆
て
い
る
（『
専
念
寺
文
書
』
六
月
二
日
織
田
信
長
黒
印
状
、『
誠
照
寺
文
書
』
天
正
三
年
六
月
六
日
織
田
信
長
朱
印
状
、『
誠
照
寺
文
書
』
天
正
三
年
六
月
十
四
日
織
田
信
長
朱
印
状
案
）。
　
以
上
「
一
揆
持
」
体
制
に
反
発
し
た
勢
力
は
、
本
願
寺
門
徒
を
始
め
、
真
宗
高
田
派
や
三
門
徒
派
な
ど
の
真
宗
諸
派
、
さ
ら
に
朝
倉
景
健
な
ど
朝
倉
氏
旧
臣
等
、
幅
広
い
層
に
わ
た
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
２
）
本
願
寺
一
族
寺
院
と
越
前
門
徒
　
そ
れ
で
は
越
前
の
本
願
寺
門
徒
が
、
同
じ
本
願
寺
教
団
に
属
す
る
加
賀
一
向
一
揆
に
対
立
し
た
理
由
は
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
点
を
越
前
の
本
願
寺
一
族
寺
院
専
修
寺
と
越
前
の
本
願
寺
末
大
塩
円
宮
寺
と
の
関
係
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。
越
前
国
大
町
専
修
寺
賢
会
が
、
加
賀
諸
江
坊
に
宛
て
た
書
状
が
何
点
か
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
手
が
か
り
を
提
供
し
て
い
る
。
『
勝
授
寺
文
書
』（『
加
能
史
料
』
戦
国
一
六
、一
五
三
～
一
五
四
頁
）
円
宮
寺
ハ
、
い
も
と
産
前
煩
候
由
候
而
、
今
朝
か
へ
り
候
、
定
而
お
さ
ゑ
に
可
下
候
、
願
行
番
の
門
徒
案
内
者
ニ
御
つ
れ
候
へ
く
候
、
願
行
番
者
、
悉
此
方
直
参
ニ
成
候
、
其
分
可
有
御
心
得
候
⑶
、
已
上
、
…
…
仍
苻
中
［
府
中
］
よ
り
此
方
ま
て
在
々
所
々
能
々
御
記
候
而
、
願
行
番
之
人
ニ
、
以
隠
密
御
尋
候
而
可
有
御
輪
候
、
西
之
方
者
、
悉
円
宮
寺
へ
着
候
事
候
、
其
分
可
有
御
心
得
候
、
円
宮
寺
ハ
皆
か
く
し
候
事
候
、
は
ま
ハ
す
い
つ
［
杉
津
］
と
い
ふ
村
ま
て
御
輪
候
へ
く
候
、
か
う
の
ゝ
う
ら
［
河
野
浦
］
な
と
か
れ
か
浦
［
干
飯
浦
］
こ
と
〳
〵
く
の
こ
ら
す
円
宮
寺
門
下
ニ
成
候
事
候
、
心
靜
ニ
御
輪
候
へ
く
候
、
ひ
う
ち
［
火
燧
］・
い
の
お
［
湯
尾
］・
し
ん
た
う
［
新
道
］
な
と
悉
円
宮
寺
門
徒
ニ
成
候
、
能
々
む
ら
の
な
御
し
る
し
候
て
、
此
方
へ
可
有
御
越
候
⑴
、
す
い
つ
［
杉
津
］
と
云
村
よ
り
此
方
へ
一
里
に
て
候
、
円
宮
寺
、
そ
の
小
右
衛
門
出
候
て
、
可
馳
走
候
、
一
段
か
く
し
候
間
、
能
々
撰
作
［
穿
鑿
］
候
て
可
有
御
越
候
、
従
苻
中
表
過
分
の
円
宮
寺
門
徒
出
候
事
候
、
村
々
能
か
す
ゑ
候
て
御
つ
け
五
八
候
へ
く
候
⑵
、
已
後
聞
得
候
へ
ハ
、
其
方
落
度
ニ
成
候
よ
し
仰
事
候
而
、
撰
作
あ
る
へ
く
候
、
恐
々
謹
言
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
専
修
寺
　
九
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）
　
　
諸
江
殿
　
最
初
に
目
に
付
く
の
は
賢
会
の
円
宮
寺
に
対
す
る
警
戒
で
あ
る
。
加
賀
一
向
一
揆
の
命
を
受
け
、府
中
を
始
め
門
徒
の
数
を
、村
々
を
廻
っ
て
調
べ
る
よ
う
諸
江
坊
に
依
頼
し
た
書
状
で
あ
る
が
、
円
宮
寺
に
は
多
く
の
門
徒
が
着
い
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
を
皆
専
修
寺
に
は
隠
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
ず
「
西
の
方
は
悉
く
円
宮
寺
へ
着
き
候
事
候
」「
浜
は
杉
津
と
い
ふ
村
ま
で
御
輪
（
ま
は
）
り
候
べ
く
候
」
と
依
頼
し
て
い
る
（
傍
線
部
⑴
）。
ま
た
「
河
野
浦
な
ど
干
飯
浦
悉
く
残
ら
ず
円
宮
寺
門
下
に
成
り
候
事
候
」
と
事
情
を
説
明
し
「
心
靜
か
に
御
輪
（
ま
は
）
り
候
べ
く
候
」
と
依
頼
し
（
同
前
）、
更
に
「
燧
尾
・
湯
尾
・
新
道
等
悉
く
円
宮
寺
門
徒
に
成
り
候
」
と
事
情
を
述
べ
「
よ
く
よ
く
村
の
名
、
御
記
し
候
て
、
此
方
へ
お
越
し
あ
る
べ
く
候
」
と
依
頼
し
て
い
る
（
同
前
）。
　
さ
ら
に
繰
り
返
し
て
円
宮
寺
が
自
分
の
門
徒
を
隠
し
て
い
る
の
で
、「
よ
く
よ
く
穿
鑿
候
て
御
越
し
あ
る
べ
く
候
」
と
述
べ
、「
府
中
表
よ
り
過
分
の
円
宮
寺
門
徒
出
で
候
事
候
、
村
々
、
よ
く
数
へ
候
て
御
付
け
候
べ
く
候
」
と
依
頼
し
（
傍
線
部
⑵
）、
以
後
に
（
円
宮
寺
門
徒
の
存
在
が
）
判
明
し
た
ら
「
其
方
落
度
に
成
り
候
由
仰
せ
事
に
候
」
と
加
賀
一
向
一
揆
首
脳
部
の
意
向
を
伝
え
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
加
賀
一
向
一
揆
の
命
を
受
け
て
、
越
前
の
一
族
寺
院
専
修
寺
が
、
諸
江
坊
に
依
頼
し
て
越
前
本
願
寺
末
円
宮
寺
の
門
徒
数
を
村
ご
と
に
調
査
し
て
い
る
こ
と
、
一
方
円
宮
寺
の
方
は
自
ら
の
門
徒
数
を
一
族
寺
院
専
修
寺
に
は
隠
匿
し
て
い
る
、
と
い
う
対
抗
関
係
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
一
方
専
修
寺
が
信
頼
し
て
い
る
の
は
直
参
門
徒
（
本
山
や
一
族
寺
院
に
直
属
す
る
門
徒
）
で
あ
る
。
賢
会
は
諸
江
坊
に
願
行
の
門
徒
集
団
の
一
員
を
同
行
す
る
よ
う
に
助
言
し
、「
願
行
の
番
は
、
悉
く
此
方
直
参
に
成
り
候
、
其
分
御
心
得
あ
る
べ
く
候
」
と
述
べ
て
い
る
（
傍
線
部
⑶
）。
願
行
の
門
徒
団
（「
願
行
番
」）
は
直
参
門
徒
で
あ
る
か
ら
、
調
査
に
は
そ
の
一
員
を
伴
う
よ
う
に
、
と
の
言
説
は
、
現
地
の
末
寺
五
九
『
越
州
軍
記
』
に
み
る
越
前
一
向
一
揆
へ
の
不
信
と
は
裏
腹
の
直
参
門
徒
に
対
す
る
信
頼
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
願
行
の
門
徒
は
賢
会
が
既
に
直
参
門
徒
と
し
て
い
た
門
徒
集
団
で
あ
る
。
天
正
二
年
八
月
二
十
四
日
の
書
状
で
、「
願
行
の
門
徒
、
村
数
書
き
て
こ
れ
を
進
め
候
、
よ
く
〳
〵
村
を
日
記
の
こ
と
く
御
輪
（
ま
は
）
り
候
べ
く
候
、
何
も
直
参
に
申
付
け
候
事
候
」（『
勝
授
寺
文
書
』
八
月
二
十
四
日
専
修
寺
賢
会
書
状
、『
加
能
史
料
』
戦
国
一
六
、一
五
二
頁
）
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
玄
順
の
番
を
も
直
参
に
申
付
け
候
、
其
分
に
御
心
得
候
べ
く
候
、
端
々
日
記
を
し
て
こ
れ
を
進
め
候
」
と
玄
順
の
門
徒
を
も
直
参
に
し
た
こ
と
を
述
べ
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
「
玄
順
其
方
へ
越
し
候
て
、
定
め
て
侘
言
の
取
り
合
ひ
の
と
申
す
べ
く
候
、
覚
悟
に
及
ば
ず
候
、
そ
の
分
別
専
用
に
候
」（
同
前
）
と
述
べ
て
い
る
。
玄
順
門
徒
の
か
つ
て
の
指
導
者
で
あ
っ
た
玄
順
自
身
が
侘
言
し
た
り
仲
介
を
求
め
た
り
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
点
、
専
修
寺
に
よ
る
玄
順
の
門
徒
団
の
直
参
化
が
、
玄
順
と
専
修
寺
の
間
で
軋
轢
を
生
む
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
　
十
六
世
紀
の
本
願
寺
教
団
の
中
で
は
、
本
願
寺
親
族
の
一
族
寺
院
が
、
現
地
の
門
徒
の
直
参
化
を
進
め
る
一
方
、
こ
れ
が
在
来
の
門
徒
指
導
者
と
の
軋
轢
を
生
ん
だ
こ
と
が
、
既
に
金
龍
静
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る（（
（
。
後
発
的
に
創
設
さ
れ
た
一
族
寺
院
は
在
来
末
寺
の
門
徒
を
吸
収
す
る
こ
と
を
試
み
、
現
地
の
門
徒
も
一
族
寺
院
の
門
徒
と
い
う
格
式
へ
の
憧
れ
か
ら
、
こ
の
試
み
に
同
調
す
る
傾
向
が
強
く
、
こ
の
た
め
一
族
寺
院
と
在
来
の
本
願
寺
末
寺
と
の
間
に
は
軋
轢
が
生
じ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
著
名
な
近
江
国
堅
田
本
福
寺
の
住
持
が
自
ら
の
寺
院
の
歴
史
を
記
し
た
『
本
福
寺
跡
書
』
に
「
上
々
様
に
は
大
坊
主
の
門
徒
、
悉
く
直
参
に
召
さ
れ
た
が
る
、
又
門
徒
の
末
々
ま
で
、
手
次
の
坊
主
に
門
徒
を
隠
し
回
る
の
み
に
て
、
殊
に
直
参
を
望
む
ば
か
り
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
越
前
に
成
立
し
た
「
一
揆
持
」
体
制
の
中
で
、
在
地
の
本
願
寺
末
円
宮
寺
は
多
く
の
門
徒
を
獲
得
し
な
が
ら
、
支
配
層
の
加
賀
一
向
一
揆
首
脳
部
や
一
族
寺
院
専
修
寺
に
は
隠
匿
し
よ
う
と
試
み
、
一
方
の
加
賀
一
向
一
揆
や
一
族
寺
院
は
直
参
門
徒
を
駆
使
し
て
そ
れ
を
摘
発
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
専
修
寺
と
円
宮
寺
の
事
例
か
ら
は
、
加
賀
一
向
一
揆
首
脳
及
び
一
族
寺
院
等
支
配
層
と
在
地
本
願
寺
末
と
の
間
で
、
織
田
軍
の
侵
攻
が
予
想
さ
れ
る
中
で
門
徒
争
奪
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
六
〇
　
一
族
寺
院
が
直
参
門
徒
を
駆
使
す
る
体
制
に
対
し
て
本
願
寺
門
徒
の
中
か
ら
反
発
が
起
こ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
よ
う
。
そ
れ
は
直
参
門
徒
と
一
般
門
徒
の
対
立
と
な
っ
て
現
れ
た
。
『
勝
授
寺
文
書
』（『
加
能
史
料
』
戦
国
一
六
、一
七
三
頁
）
一‌‌
、我
々
明
日
八
伏
［
鉢
伏
］
へ
上
候
ニ
付
而
、人
夫
之
儀
、願
行
番
中
へ
申
付
候
処
、此
方
よ
り
申
付
候
ハ
す
候
間
、出
候
ま
し
き
と
、
門
徒
衆
願
行
方
へ
申
候
由
候
、
是
程
に
此
方
存
分
ニ
成
候
間
、
存
分
た
て
申
候
在
所
を
ハ
、
八
伏
へ
状
を
可
相
添
候
間
、
上
候
て
理
可
被
申
候
由
、
堅
固
可
有
御
届
候
、
喜
兵
衛
者
、
今
日
迄
不
越
候
、
言
語
迄
候
、
難
被
心
得
事
候
ハ
ヽ
八
伏
へ
可
承
候
、
…
…
　
十
一
月
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）
専
修
寺
　
　
諸
江
殿
　
賢
会
が
自
ら
の
守
備
場
所
と
し
て
割
り
当
て
ら
れ
た
鉢
伏
の
要
害
（『
勝
授
寺
文
書
』
八
月
二
十
日
賢
会
書
状
、『
加
能
史
料
』
戦
国
一
六
、一
五
〇
頁
、
同
九
月
二
十
四
日
賢
会
書
状
、
同
一
五
四
頁
）
へ
在
陣
す
る
に
際
し
て
人
夫
を
出
す
よ
う
に
門
徒
の
方
へ
命
じ
る
よ
う
に
「
願
行
番
中
」
即
ち
直
参
に
取
り
立
て
た
願
行
門
徒
団
に
指
示
し
た
と
こ
ろ
、
門
徒
た
ち
は
直
接
専
修
寺
か
ら
命
令
し
た
の
で
は
な
い
か
ら
、
人
夫
は
出
さ
な
い
と
願
行
門
徒
団
へ
回
答
し
た
と
い
う
。
賢
会
は
そ
れ
ほ
ど
の
意
趣
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
意
趣
を
述
べ
た
在
所
を
報
告
す
る
よ
う
、
諸
江
坊
に
依
頼
し
て
い
る
。
　
直
参
門
徒
の
願
行
門
徒
団
か
ら
の
伝
達
を
、
一
族
寺
院
か
ら
の
直
接
の
命
令
で
は
な
い
か
ら
応
じ
ら
れ
な
い
と
、
意
趣
を
含
ん
だ
回
答
を
し
て
い
る
点
に
、
一
族
寺
院
の
下
で
取
り
立
て
ら
れ
て
い
る
直
参
門
徒
に
対
す
る
一
般
門
徒
の
敵
意
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
通
常
は
一
族
寺
院
に
直
属
す
る
直
参
門
徒
の
地
位
に
憧
れ
た
と
さ
れ
る
一
般
門
徒
た
ち
も
、
一
族
寺
院
の
さ
ら
に
上
で
命
令
を
発
し
て
い
る
の
が
加
賀
一
向
一
揆
の
首
脳
で
あ
る
と
い
う
事
情
か
ら
反
発
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
本
願
寺
教
団
に
属
し
な
が
ら
、
他
国
六
一
『
越
州
軍
記
』
に
み
る
越
前
一
向
一
揆
者
の
門
徒
の
政
治
的
支
配
に
対
し
て
は
反
発
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
願
寺
教
団
内
の
地
位
を
め
ぐ
る
対
立
が
、
越
前
の
「
一
揆
持
」
体
制
の
中
で
は
加
賀
勢
力
と
越
前
勢
力
と
の
対
立
と
い
う
か
た
ち
に
増
幅
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
３
）
円
宮
寺
の
戦
い
　
以
上
述
べ
た
よ
う
な
一
族
寺
院
と
の
対
立
関
係
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
塩
円
宮
寺
が
織
田
軍
と
の
戦
い
か
ら
脱
落
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
十
月
十
一
日
に
専
修
寺
の
坊
主
衆
「
善
覚
・
老
原
・
与
七
郎
・
勝
秀
・
祐
喜
」
が
戦
線
を
離
脱
し
て
逃
亡
し
、
府
中
方
面
の
者
た
ち
も
同
心
し
て
逃
亡
す
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。「
我
々
の
首
を
切
り
た
る
程
の
事
は
申
す
に
及
ば
ず
候
、
法
敵
歴
然
に
候
、
当
城
明
け
候
躰
に
候
の
間
、
今
夜
に
も
取
懸
け
候
へ
ば
、
拙
者
は
腹
を
切
る
迄
に
候
」
と
賢
会
は
憤
懣
を
述
べ
て
い
る
（『
勝
授
寺
文
書
』
十
月
十
二
日
専
修
寺
賢
会
書
状
、『
加
能
史
料
』
戦
国
一
六
、一
六
三
～
一
六
四
頁
）。
し
か
し
そ
の
中
で
「
円
宮
寺
は
同
心
な
く
候
哉
、
小
屋
の
者
共
そ
の
ま
ま
あ
る
よ
し
申
し
候
、相
構
へ
て
〳
〵
御
驚
候
は
で
、よ
く
よ
く
御
調
候
て
給
ふ
べ
く
候
」（
同
前
、一
六
四
頁
）
と
円
宮
寺
が
踏
み
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
意
外
そ
う
に
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
結
局
「
此
方
に
残
る
人
数
は
、大
野
衆
少
し
、円
宮
寺
の
手
輪
（
ま
は
）
り
、専
光
寺
、
荕
生
田
藤
兵
、
都
合
百
ば
か
り
残
り
候
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
賢
会
は
「
言
語
驚
き
入
た
る
事
ま
で
に
候
、
此
度
内
輪
を
引
き
わ
り
、
此
の
如
き
仕
立
て
、
前
代
未
聞
、
御
開
山
の
御
門
徒
の
身
上
に
て
候
、
さ
ん
ざ
ん
如
何
こ
れ
あ
る
べ
く
候
哉
、
信
長
に
増
し
た
る
覚
悟
迄
に
候
」
と
駆
落
ち
し
た
門
徒
ら
を
痛
烈
に
非
難
し
て
い
る
（
同
前
）。
　
そ
し
て
天
正
三
年
夏
、
織
田
信
長
の
再
侵
攻
が
日
程
に
上
る
こ
と
に
な
る
。『
越
州
軍
記
』
に
よ
れ
ば
、
下
間
頼
照
や
大
坊
主
衆
が
「
木
目
口
・
杉
津
口
に
て
相
支
へ
、
一
合
戦
せ
ん
」
と
参
陣
を
命
じ
た
と
こ
ろ
、
越
前
の
「
土
民
」
た
ち
は
「
前
々
所
領
を
納
め
取
り
て
、
平
世
活
計
し
た
る
人
達
出
で
あ
ひ
て
戦
ひ
給
へ
」
と
言
っ
て
応
じ
な
か
っ
た
と
記
し
て
い
る
（
四
・
信
長
殿
越
前
ヘ
御
入
国
之
事
）。
結
局
本
覚
寺
が
僅
か
に
三
千
で
木
目
峠
へ
、専
修
寺
が
二
千
で
鉢
伏
へ
、七
里
頼
周
が
八
百
余
り
で
中
の
川
内
へ
、若
林
長
門
守
等
ら
は
杉
津
へ
向
か
っ
六
二
た
と
い
う
（
同
前
）。
円
宮
寺
は
大
良
越
・
杉
津
の
城
に
籠
城
し
、
若
林
長
門
守
と
共
に
討
死
し
て
い
る
（『
信
長
公
記
』
巻
八
）。
　
専
修
寺
の
円
宮
寺
に
対
す
る
警
戒
心
と
は
裏
腹
に
、
円
宮
寺
自
身
は
最
後
ま
で
本
願
寺
本
山
の
命
令
を
遵
守
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
円
宮
寺
の
行
動
で
際
立
っ
て
い
る
の
は
、
本
山
に
は
一
命
を
賭
し
て
忠
義
を
尽
す
一
方
、
加
賀
一
向
一
揆
の
門
徒
調
査
や
一
族
寺
院
専
修
寺
の
直
参
化
に
は
門
徒
を
隠
す
と
い
う
徹
底
し
た
抵
抗
に
出
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
行
動
は
独
り
円
宮
寺
に
限
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
越
前
国
内
で
加
賀
一
向
一
揆
に
与
す
る
「
国
中
一
揆
」
と
富
田
長
繁
に
与
す
る
勢
力
と
が
対
立
し
た
時
に
は
本
山
の
命
令
で
蜂
起
し
、
加
賀
一
向
一
揆
の
首
脳
や
一
族
寺
院
、
そ
れ
に
大
坊
主
が
支
配
す
る
際
に
、
今
度
は
「
一
揆
内
一
揆
」
と
し
て
抵
抗
し
た
と
い
う
越
前
本
願
寺
門
徒
の
行
動
と
歩
調
は
ぴ
た
り
と
合
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
山
の
命
令
に
従
う
の
は
後
生
の
た
め
で
あ
り
、
加
賀
一
向
一
揆
の
支
配
や
教
団
秩
序
に
服
す
る
こ
と
と
は
峻
別
さ
れ
て
い
る
と
考
え
れ
ば
、
こ
う
し
た
行
動
は
不
思
議
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
　
「
坊
主
達
は
後
生
を
こ
そ
頼
み
た
れ
、
或
ひ
は
下
部
の
ご
と
く
荷
を
持
せ
、
或
ひ
は
下
人
の
ご
と
く
鑓
を
か
た
ね
さ
せ
、
召
使
は
る
ゝ
事
一
向
心
得
ざ
る
次
第
な
り
」
と
い
う
『
越
州
軍
記
』
の
記
す
言
葉
（
四
・
従
大
坂
越
前
守
護
職
居
置
ル
事
）
は
、
こ
う
し
た
事
情
を
見
事
に
言
い
当
て
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
願
寺
門
徒
の
信
心
は
、
確
か
に
命
を
賭
し
た
蜂
起
を
促
し
た
が
、
教
団
の
司
令
官
に
忠
節
を
致
す
強
力
な
軍
団
を
建
設
す
る
方
向
に
は
向
か
わ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。『
西
念
寺
文
書
』
に
は
八
月
二
十
二
日
の
日
付
を
記
し
た
本
願
寺
顕
如
の
消
息
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、そ
こ
で
は
織
田
軍
が
「
強
敵
」
な
の
で
「
口
々
別
し
て
気
遣
は
し
む
べ
き
の
趣
、毎
篇
申
下
し
候
処
、
各
油
断
言
語
に
絶
え
候
、
此
の
如
く
候
て
、
そ
の
国
仏
法
破
滅
の
段
、
歎
か
し
」
と
、
織
田
軍
の
侵
攻
を
許
し
た
門
徒
ら
の
「
油
断
」
が
叱
責
さ
れ
て
い
る
（『
西
念
寺
文
書
』、『
加
能
史
料
』
戦
国
一
六
、二
二
三
頁
）。
六
三
『
越
州
軍
記
』
に
み
る
越
前
一
向
一
揆
Ⅲ　
織
田
信
長
の
越
前
仕
置
（
１
）
越
前
勢
の
組
織
と
加
賀
侵
攻
　
織
田
信
長
の
軍
勢
は
八
月
十
五
日
に
越
前
に
侵
攻
す
る
が
、
そ
の
軍
勢
に
は
「
前
波
九
郎
兵
衛
父
子
、
富
田
弥
六
・
毛
屋
猪
介
」
ら
「
越
前
牢
人
衆
」
即
ち
旧
朝
倉
家
中
関
係
者
が
「
先
陣
」
と
な
っ
て
い
た
（『
信
長
公
記
』
巻
八
、池
田
家
本
『
信
長
記
』
で
は
「
前
波
九
郎
兵
衛
・
前
波
孫
大
郎
・
前
波
孫
五
郎
・
富
田
弥
六
・
戸
田
与
次
・
毛
屋
猪
介
」
が
「
御
先
陣
」）。
先
述
し
た
よ
う
に
『
越
州
軍
記
』
に
も
堀
江
景
忠
が
「
大
坂
に
対
し
意
根
［
遺
恨
］
あ
る
が
故
に
」
敦
賀
の
武
藤
舜
秀
を
介
し
て
織
田
方
に
内
応
し
、
信
長
か
ら
本
領
安
堵
の
上
に
「
加
州
二
郡
宛
行
ふ
べ
き
旨
、
一
行
御
朱
印
」
を
賜
っ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
（
四
・
信
長
殿
越
前
ヘ
御
入
国
之
事
）。
こ
の
点
は
『
信
長
公
記
』
に
も
「
堀
江
、
小
黒
の
西
光
寺
、
連
々
申
上
ぐ
る
筋
目
こ
れ
あ
り
、
御
赦
免
の
御
礼
申
上
げ
候
」（
巻
八
）
と
あ
る
。
特
に
本
願
寺
末
の
小
黒
西
光
寺
が
内
応
し
て
い
た（（
（
点
、
越
前
本
願
寺
教
団
の
結
束
が
破
綻
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
　
織
田
信
長
自
身
、
池
田
庄
の
諸
給
人
、
日
蓮
宗
門
徒
、
真
宗
三
門
徒
ら
に
宛
て
た
朱
印
状
で
「
今
度
馬
出
［
出
馬
カ
］
の
刻
、
忠
節
の
輩
に
お
い
て
は
一
揆
等
た
る
と
い
へ
ど
も
、
そ
の
罪
を
免
じ
、
本
知
は
勿
論
、
そ
の
身
の
働
き
に
よ
り
新
知
充
行
ふ
べ
し
」
と
約
束
し
て
お
り
（『
誠
照
寺
文
書
』
天
正
三
年
六
月
六
日
織
田
信
長
朱
印
状
）、
積
極
的
に
内
応
を
促
し
て
い
る
。
越
前
勢
に
対
す
る
殲
滅
作
戦
が
強
調
さ
れ
が
ち
な
織
田
信
長
の
再
侵
攻
で
あ
る
が
、
上
記
の
点
か
ら
多
く
の
内
応
者
を
得
て
短
期
間
に
制
圧
が
実
現
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
一
揆
」
に
対
す
る
徹
底
的
な
掃
討
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
興
福
寺
大
乗
院
尋
憲
の
「
越
前
国
相
越
記
」
な
ど
か
ら
確
認
で
き
る
事
実
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
越
前
の
多
く
が
織
田
方
に
属
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
織
田
軍
の
殲
滅
の
み
に
目
を
向
け
る
こ
と
は
一
面
強
調
が
過
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
。
六
四
　
さ
ら
に
織
田
軍
は
加
賀
へ
侵
攻
す
る
。
越
前
を
制
圧
し
て
い
た
の
が
加
賀
一
向
一
揆
で
あ
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
こ
の
加
賀
侵
攻
は
織
田
軍
に
と
っ
て
は
自
然
な
反
撃
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
越
前
「
一
揆
持
」
体
制
が
、
越
前
の
反
富
田
勢
力
が
加
賀
と
結
ん
だ
結
果
、
加
賀
一
向
一
揆
が
越
前
で
支
配
権
を
獲
得
し
て
成
立
し
た
、
と
の
本
稿
の
結
論
に
よ
れ
ば
、「
一
揆
持
」
体
制
の
成
立
は
、
織
田
方
に
と
っ
て
は
加
賀
一
向
一
揆
の
手
に
よ
る
越
前
侵
攻
で
あ
る
。
織
田
軍
が
「
賀
州
能
美
郡
・
江
沼
郡
」
を
制
圧
し
、
檜
屋
城
・
大
正
寺
［
大
聖
寺
］
山
の
砦
を
建
設
し
て
別
喜
右
近
、
佐
々
権
左
衛
門
、
堀
江
ら
を
配
置
し
て
「
賀
越
両
国
」
の
仕
置
を
し
た
こ
と
（『
信
長
公
記
』
巻
八
）
は
こ
の
文
脈
か
ら
理
解
で
き
る
。
　
織
田
信
長
自
身
「
加
賀
の
事
、
口
二
郡
悉
く
敗
北
か
、
河
北
・
石
川
両
郡
の
者
共
、
十
余
人
連
署
を
も
つ
て
種
々
懇
望
せ
し
め
、
大
坂
よ
り
下
し
置
き
候
者
共
悉
く
生
害
さ
せ
、
忠
節
と
し
て
罷
出
ず
べ
き
の
由
申
し
候
間
、
申
す
所
相
違
な
く
ば
、
相
免
ず
べ
き
の
由
申
し
、
朱
印
遣
は
し
候
間
、
こ
れ
ま
た
相
済
み
候
」（『
高
橋
源
一
郎
氏
持
参
文
書
』
八
月
二
十
二
日
信
長
朱
印
状
）
と
述
べ
、
加
賀
側
か
ら
の
降
参
の
申
出
を
受
け
入
れ
て
「
朱
印
」
を
遣
わ
し
た
と
言
明
し
て
い
る
。
多
分
に
自
ら
の
戦
果
を
過
大
に
述
べ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
加
賀
一
向
一
揆
に
対
し
て
は
戦
国
大
名
同
士
の
戦
闘
と
同
じ
く
、
降
参
の
申
出
を
受
け
入
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
逃
亡
し
た
一
揆
勢
を
徹
底
的
に
追
及
し
て
摘
発
し
、
処
刑
す
る
と
い
う
越
前
一
揆
勢
に
対
す
る
対
応
と
際
立
っ
た
対
照
が
み
ら
れ
る
。
　
越
前
一
揆
勢
は
織
田
信
長
に
と
っ
て
、
自
ら
の
支
配
に
背
き
、
隣
国
で
あ
り
敵
国
で
あ
る
加
賀
に
内
応
し
た
自
領
の
住
民
で
あ
る
一
方
、
加
賀
一
向
一
揆
は
大
名
に
準
じ
る
国
の
支
配
者
と
し
て
「
外
交
」
の
対
象
で
あ
る
。
両
者
に
対
す
る
対
応
の
際
だ
っ
た
相
違
は
こ
こ
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
織
田
軍
の
い
わ
ゆ
る「
大
虐
殺
」は
対
象
が
本
願
寺
門
徒
で
あ
る
が
故
に
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
加
賀
一
向
一
揆
に
も
同
様
の
こ
と
が
行
わ
れ
る
は
ず
で
あ
り
「
相
免
ず
る
」
こ
と
は
あ
り
得
な
い
（
ま
た
前
々
か
ら
の
経
緯
を
ふ
ま
え
て
小
黒
西
光
寺
が
赦
免
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
な
い
）。
そ
う
で
は
な
く
て
、
対
象
が
自
領
の
領
民
―
敵
国
へ
の
内
応
に
対
し
て
徹
底
し
た
処
罰
、見
せ
し
め
が
必
要
な
自
領
の
領
民
だ
か
ら
こ
そ
、分
国
支
配
の
要
件
と
し
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
初
め
て
加
賀
、
六
五
『
越
州
軍
記
』
に
み
る
越
前
一
向
一
揆
越
前
二
つ
の
「
一
揆
」
に
対
す
る
際
立
っ
た
対
応
の
相
違
は
説
明
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
　
織
田
信
長
が
こ
の
段
階
で
は
加
賀
と
和
睦
し
て
撤
退
し
、
加
賀
に
お
け
る
一
向
一
揆
の
支
配
を
認
め
た
こ
と
は
、
越
前
北
庄
か
ら
加
賀
へ
逃
れ
た
「
国
中
一
揆
」
勢
力
が
存
在
し
た
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
天
正
四
年
七
月
、
彼
等
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
当
国
の
儀
、
義
景
御
敗
軍
以
後
、
既
に
大
坂
殿
よ
り
上
使
差
下
さ
れ
、
士
卒
の
散
落
相
静
め
ら
れ
、
国
漸
く
順
謐
の
様
に
御
座
候
刻
、
重
ね
て
信
長
出
張
候
て
、
邑
を
乱
さ
し
め
、
今
に
国
輙
か
ら
ず
候
条
、
各
加
州
表
へ
引
退
し
、
時
剋
を
待
ち
申
し
候
と
い
へ
ど
も
、
尾
州
勢
勇
兵
た
る
に
よ
り
、
越
前
諸
牢
人
・
加
州
の
士
卒
武
威
之
行
を
致
す
と
い
へ
ど
も
、
戦
功
未
だ
成
ら
ず
候
」（『
武
州
文
書
』
七
月
四
日
越
前
北
庄
惣
老
等
連
署
書
状（（1
（
）
と
。
加
賀
が
依
然
、
織
田
権
力
の
支
配
か
ら
は
独
立
し
た
領
国
と
し
て
存
続
し
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
（
２
）
真
宗
門
徒
の
安
堵
　
一
揆
勢
の
徹
底
し
た
追
及
・
摘
発
・
処
刑
と
共
に
本
願
寺
派
で
な
い
真
宗
諸
派
に
対
し
て
は
、
教
団
の
安
堵
が
行
わ
れ
た
。
真
宗
高
田
派
及
び
真
宗
三
門
徒
派
で
あ
る
。
『
法
雲
寺
文
書
』（『
加
能
史
料
』
戦
国
一
六
、二
二
四
頁
）
高
田
専
修
寺
門
徒
之
儀
者
、
去
年
申
上
御
朱
印
在
之
事
候
間
、
悉
令
居
住
可
立
帰
候
、
若
誰
々
に
て
も
違
乱
之
輩
於
在
之
者
、
御
朱
印
之
開
［
マ
マ
］、
此
旨
可
申
理
候
、
仍
如
件
、
天
正
参　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
谷
玖
右
衛
門
尉
　
八
月
廿
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
行
（
花
押
）
　
　
熊
坂
　
　
　
下
方
六
六
　
　
　
　
惣
中
　
真
宗
三
門
徒
派
に
対
し
て
は
、
越
前
侵
攻
の
直
前
、
大
坂
本
願
寺
と
は
別
の
宗
派
で
あ
る
と
の
理
由
で
織
田
信
長
よ
り
安
堵
を
う
け
、
さ
ら
に
侵
攻
後
大
名
と
な
っ
た
柴
田
勝
家
か
ら
安
堵
さ
れ
て
い
る
。
『
誠
照
寺
文
書
』（
加
能
史
料
』
戦
国
一
六
、一
九
四
頁
）
当
三
个
寺
之
事
、
大
坂
為
各
別
之
旨
、
聞
届
訖
、
然
上
、
此
時
別
而
可
抽
忠
節
之
由
神
妙
、
寺
舎
以
下
如
先
々
建
立
之
、
可
専
忠
儀
之
状
、
如
件
、
天
正
参
　
六
月
十
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
長
朱
印
　
　
越
前
国
　
　
　
誠
照
寺
　
　
　
山
本
寺
［
証
誠
寺
］
　
　
　
中
野
寺
［
専
照
寺
］
『
誠
照
寺
文
書
』（
加
能
史
料
』
戦
国
一
六
、一
九
五
頁
）
鯖
江
門
徒
之
事
、
大
坂
格
別
之
段
、
得
其
意
候
、
然
者
、
至
末
寺
・
寺
内
等
、
諸
役
除
之
、
并
仏
法
之
儀
、
如
先
規
興
隆
之
、
不
可
在
相
違
者
也
、
仍
状
如
件
、
天
正
参
　
十
一
月
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
修
理
亮
勝
家
判
　
　
鯖
江
六
七
『
越
州
軍
記
』
に
み
る
越
前
一
向
一
揆
　
　
　
誠
照
寺
　
さ
ら
に
本
願
寺
門
徒
の
一
部
に
対
し
て
は
、
一
揆
に
味
方
し
た
こ
と
へ
の
処
罰
を
免
除
す
る
代
わ
り
に
真
宗
高
田
派
門
徒
と
な
る
こ
と
が
勧
告
さ
れ
、
こ
の
こ
と
に
感
謝
し
、
以
後
高
田
派
の
寺
役
を
務
め
る
こ
と
を
誓
約
し
た
皿
谷
・
所
谷
・
中
・
籠
谷
・
け
う
し
・
中
村
各
村
惣
代
の
請
文
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
『
称
名
寺
文
書
』（『
加
能
史
料
』
戦
国
一
六
、二
二
八
頁
）
当
郡
中
本
願
寺
門
徒
之
事
、
企
悪
行
候
付
て
、
雖
可
被
加
成
敗
候
、
高
田
専
福
寺
・
称
名
寺
・
法
光
寺
江
出
入
可
仕
旨
、
被
申
付
候
条
、
早
々
可
罷
出
候
、
若
何
か
と
相
紛
候
輩
於
在
之
者
、
可
為
曲
事
之
由
候
、
…
…
天
正
三　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
惣
兵
衛
　
十
一
月
廿
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貢
（
花
押
）
　
　
大
野
郡
之
内
在
々
所
々
　
　
　
御
給
人
衆
　
　
　
　
百
姓
中
『
称
名
寺
文
書
』（『
加
能
史
料
』
戦
国
一
六
、二
二
八
頁
）
当
村
之
儀
、
本
願
寺
門
徒
に
付
而
、
雖
可
被
成
御
成
敗
候
、
高
田
三
个
寺
江
御
門
徒
被
仰
付
候
、
忝
存
候
、
然
者
、
向
後
い
か
や
う
に
も
寺
役
可
相
働
候
、
万
一
違
乱
存
分
申
候
者
、
急
度
可
成
御
成
敗
候
、
仍
如
件
、
天
正
三
　
十
二
月
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ら
谷
村
堂
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣
代
左
衛
門
（
略
押
）
六
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
谷
村
　
金
森
五
郎
八
殿
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣
代
左
衛
門
太
郎
（
略
押
）
　
　
　
　
　
　
　
　
参　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
惣
代
五
名
略
）
　
こ
の
他
、
黒
目
称
名
寺
へ
の
安
堵
状
に
は
「
其
門
徒
帰
参
人
ら
、
別
儀
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
の
状
く
だ
ん
の
如
し
」（『
称
名
寺
文
書
』
天
正
三
年
十
月
十
八
日
柴
田
勝
家
判
物
、『
加
能
史
料
』
戦
国
一
六
、二
二
六
頁
）、「
其
方
門
徒
帰
参
人
の
儀
、
御
進
退
あ
る
べ
き
の
旨
勝
家
折
紙
を
、
こ
れ
を
遣
は
さ
れ
候
」（
同
前
・
同
年
同
月
同
日
柴
田
勝
定
添
状
、
同
前
）
と
あ
り
、
こ
こ
で
も
高
田
派
へ
の
「
帰
参
」
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
、
本
願
寺
門
徒
の
流
入
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
真
宗
高
田
派
、
真
宗
三
門
徒
派
共
に
真
宗
本
願
寺
派
と
は
対
立
し
て
い
た
教
団
で
あ
り
、
越
前
一
向
一
揆
の
勃
発
に
際
し
て
は
「
一
揆
持
」
体
制
を
形
成
し
た
「
国
中
一
揆
」
に
反
し
、
織
田
信
長
の
侵
攻
以
前
か
ら
織
田
方
に
内
応
し
て
い
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
対
応
が
、
本
願
寺
門
徒
の
勢
力
に
大
き
な
打
撃
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
　
し
か
し
一
方
、
双
方
共
に
親
鸞
に
帰
依
す
る
真
宗
を
掲
げ
る
教
団
で
あ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
従
っ
て
織
田
方
の
こ
の
措
置
が
、
親
鸞
に
帰
依
す
る
信
仰
を
取
り
締
ま
っ
た
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
も
明
白
で
あ
る
。
む
し
ろ
本
願
寺
門
徒
は
取
り
締
ま
る
一
方
、
同
じ
く
親
鸞
に
帰
依
す
る
他
の
宗
派
は
容
認
す
る
と
い
う
織
田
信
長
の
姿
勢
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
少
な
く
と
も
織
田
信
長
が
、
本
願
寺
派
に
の
み
親
鸞
へ
の
信
仰
が
存
在
す
る
と
認
識
し
て
い
た
と
見
る
の
で
な
い
限
り
、
こ
れ
ら
織
田
政
権
の
と
っ
た
措
置
を
、
親
鸞
に
帰
依
す
る
信
仰
自
体
へ
の
弾
圧
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
む
し
ろ
高
田
派
・
三
門
徒
派
へ
の
安
堵
を
宣
言
し
た
背
景
に
は
、
親
鸞
に
帰
依
す
る
同
じ
真
宗
と
し
て
、
こ
の
両
派
が
本
願
寺
派
と
混
同
さ
れ
や
す
か
っ
た
と
い
う
事
情
が
想
定
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
高
田
派
・
三
門
徒
派
へ
の
攻
撃
が
危
惧
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
先
に
引
用
し
た
天
正
三
年
八
月
二
十
五
日
菅
谷
長
行
判
物
（『
法
雲
寺
文
書
』）
の
、「
も
し
誰
々
に
て
も
違
乱
の
輩
こ
れ
あ
る
に
お
い
て
は
、
御
朱
印
の
六
九
『
越
州
軍
記
』
に
み
る
越
前
一
向
一
揆
開
［
マ
ヽ
］、
此
の
旨
理
り
申
す
べ
く
候
」
と
の
文
言
や
、
中
野
専
照
寺
を
「
大
坂
と
各
別
」
で
あ
る
と
し
て
安
堵
し
た
織
田
信
長
が
「
若
し
非
分
の
族
申
し
懸
く
る
輩
に
お
い
て
は
、押
へ
置
き
注
進
あ
る
べ
し
、速
か
に
厳
科
に
処
す
べ
き
者
な
り
」（『
専
念
寺
文
書
』（
天
正
三
年
）
六
月
二
日
織
田
信
長
黒
印
状
）
と
の
文
言
か
ら
窺
え
る
。
　
こ
の
危
惧
の
理
由
と
し
て
、
上
記
両
派
に
対
立
す
る
本
願
寺
門
徒
与
党
か
ら
の
反
発
も
想
定
で
き
る
が
、
中
野
専
照
寺
に
対
し
て
は
本
願
寺
と
「
各
別
」
で
あ
る
が
故
に
保
護
が
宣
言
さ
れ
、
信
長
の
越
前
侵
攻
に
よ
る
本
願
寺
派
迫
害
の
最
中
に
、
高
田
派
に
対
す
る
擁
護
が
宣
言
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
危
惧
さ
れ
て
い
る
の
は
む
し
ろ
本
願
寺
派
と
の
混
同
に
よ
る
両
派
へ
の
攻
撃
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
本
願
寺
派
に
と
っ
て
は
高
田
派
・
三
門
徒
派
が
対
立
す
る
宗
派
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
真
宗
の
外
部
か
ら
み
れ
ば
、
本
願
寺
派
と
高
田
派
・
三
門
徒
派
と
の
距
離
は
小
さ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
点
か
ら
み
れ
ば
本
願
寺
門
徒
に
対
す
る
高
田
派
へ
の
帰
属
勧
告
は
、
一
揆
と
し
て
の
処
刑
の
免
除
を
意
図
し
た
措
置
と
も
み
ら
れ
る
。
　
も
ち
ろ
ん
本
願
寺
派
と
高
田
・
三
門
徒
派
と
の
客
観
的
位
置
関
係
は
、
今
後
さ
ら
に
検
討
が
必
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
一
方
織
田
政
権
が
親
鸞
に
帰
依
す
る
信
仰
、即
ち
真
宗
自
体
を
容
認
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。そ
し
て
こ
れ
は
、
真
宗
の
信
仰
が
迫
害
さ
れ
た
が
故
に
一
向
一
揆
が
織
田
信
長
に
対
し
て
蜂
起
し
た
と
す
る
見
解
へ
の
再
検
討
を
喚
起
す
る
事
例
と
考
え
ら
れ
、
織
田
信
長
と
一
向
一
揆
と
の
抗
争
に
関
し
て
重
要
な
論
点
を
提
起
す
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
念
の
た
め
に
付
言
し
て
お
け
ば
、「
国
中
一
揆
」
の
当
初
、
本
願
寺
法
主
の
命
令
に
従
っ
て
蜂
起
し
た
本
願
寺
門
徒
た
ち
が
真
宗
信
仰
の
徒
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
本
願
寺
法
主
に
「
後
生
を
こ
そ
頼
」
ん
だ
か
ら
蜂
起
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
彼
等
が
加
賀
一
向
一
揆
や
一
族
寺
院
の
指
令
に
抵
抗
し
た
こ
と
も
本
稿
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
信
仰
の
次
元
で
は
本
願
寺
法
主
に
帰
依
す
る
人
々
が
、
本
願
寺
の
教
団
秩
序
や
政
治
的
支
配
に
対
し
て
は
反
発
す
る
と
い
う
点
に
、
本
願
寺
門
徒
の
信
仰
、
ま
た
一
向
一
揆
に
関
す
る
、
今
後
の
検
討
を
要
す
る
特
徴
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
七
〇
お
わ
り
に
　
か
つ
て
井
上
鋭
夫
氏
は
、
越
前
の
「
一
揆
持
」
体
制
が
崩
壊
し
て
い
っ
た
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
中
で
権
力
を
握
っ
た
下
間
頼
照
、
七
里
頼
周
、
下
間
和
泉
、
杉
浦
壱
岐
ら
が
「
権
威
の
源
泉
を
石
山
本
願
寺
に
も
つ
国
外
か
ら
の
侵
入
者
」
で
あ
り
「
越
前
衆
と
の
相
剋
も
起
り
易
い
」
点
を
挙
げ
ら
れ
た（（（
（
。
し
か
し
「
国
外
か
ら
の
侵
入
者
」
を
も
た
ら
し
た
「
国
中
一
揆
」
蜂
起
は
越
前
国
内
の
問
題
か
ら
起
こ
っ
た
と
い
う
の
が
本
稿
の
検
討
結
果
で
あ
る
。
即
ち
織
田
政
権
か
ら
支
配
を
許
さ
れ
た
朝
倉
氏
旧
臣
中
に
お
け
る
富
田
長
繁
と
、
こ
れ
に
反
対
す
る
勢
力
と
の
相
剋
で
あ
る
。
後
者
が
加
賀
勢
と
結
ん
だ
た
め
、
い
わ
ば
呼
び
込
ま
れ
る
形
で
加
賀
一
向
一
揆
首
脳
ら
が
越
前
を
支
配
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
恐
ら
く
は
本
願
寺
顕
如
と
も
接
触
の
あ
っ
た
朝
倉
景
健
（『
顕
如
上
人
文
案
』
巻
上
・
永
禄
十
三
年
）
や
、
越
前
有
力
国
衆
で
加
賀
に
亡
命
し
て
い
た
本
願
寺
門
徒
堀
江
景
忠
ら
後
者
に
属
す
る
者
の
人
脈
に
よ
る
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
　
し
か
し
井
上
氏
の
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
こ
れ
は
越
前
国
全
体
の
理
解
を
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
本
願
寺
法
主
へ
の
帰
依
の
感
情
は
国
境
を
越
え
る
こ
と
が
出
来
た
と
し
て
も
、
本
願
寺
の
支
配
体
制
や
、
ま
し
て
加
賀
一
向
一
揆
の
支
配
は
加
賀
・
越
前
の
国
境
に
阻
ま
れ
て
、
少
な
く
と
も
短
期
間
内
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
願
寺
法
主
の
命
令
に
よ
り
一
命
を
賭
し
て
戦
う
一
方
、
加
賀
一
向
一
揆
の
命
を
受
け
た
一
族
寺
院
の
支
配
に
は
抵
抗
し
た
大
塩
円
宮
寺
が
こ
う
し
た
行
動
の
一
例
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
は
当
該
期
の
「
国
」
の
規
定
性
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
既
に
戦
国
期
に
お
け
る
「
国
」
と
い
う
領
域
の
も
つ
共
同
体
と
し
て
の
性
格
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（（1
（
が
、
同
じ
本
願
寺
門
徒
の
間
で
も
加
賀
・
越
前
と
い
う
「
国
」
に
規
定
さ
れ
る
面
は
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
本
稿
の
検
討
結
果
の
第
二
は
、
天
正
三
年
の
織
田
信
長
の
越
前
侵
攻
は
、
越
前
に
勢
力
を
拡
大
し
た
加
賀
と
の
交
戦
と
、
織
田
領
越
前
に
七
一
『
越
州
軍
記
』
に
み
る
越
前
一
向
一
揆
お
け
る
加
賀
へ
の
内
応
者
を
処
断
す
る
こ
と
と
を
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
越
前
平
定
に
続
く
加
賀
へ
の
侵
攻
と
、
加
賀
一
向
一
揆
に
対
す
る
赦
免
・
和
睦
、
及
び
越
前
に
お
け
る
一
揆
の
徹
底
し
た
掃
討
は
こ
の
目
的
に
対
応
し
て
い
る
。
　
第
三
は
、
織
田
政
権
の
本
願
寺
門
徒
に
対
す
る
掃
討
が
、
真
宗
と
い
う
信
仰
を
標
的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
真
宗
高
田
派
・
同
三
門
徒
派
を
安
堵
し
た
こ
と
、
本
願
寺
門
徒
の
処
断
を
猶
予
す
る
代
わ
り
に
高
田
派
寺
院
へ
の
帰
属
を
命
じ
た
こ
と
に
端
的
に
現
れ
て
い
る
。
本
願
寺
門
徒
を
真
宗
他
派
へ
帰
属
さ
せ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
真
宗
の
信
仰
を
否
定
・
迫
害
し
た
と
み
る
こ
と
は
不
適
切
で
あ
り
、
本
願
寺
中
心
史
観
に
よ
る
の
で
は
な
く
真
宗
諸
派
を
客
観
的
に
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
　
最
後
に
本
稿
の
検
討
で
垣
間
見
ら
れ
た
一
向
一
揆
の
一
面
の
特
質
に
重
ね
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。
即
ち
本
願
寺
門
徒
の
行
動
様
式
に
お
い
て
は
、
後
生
の
救
済
を
願
う
本
願
寺
法
主
へ
の
帰
依
・
信
仰
と
、
本
願
寺
の
政
治
的
立
場
へ
の
同
心
と
が
接
合
さ
れ
て
お
り
、
両
者
は
し
ば
し
ば
乖
離
を
示
す
と
い
う
点
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
天
正
二
・
三
年
の
越
前
一
向
一
揆
に
関
し
て
は
、
本
願
寺
門
徒
の
中
に
、
法
主
へ
の
帰
依
・
信
仰
と
本
願
寺
教
団
の
教
団
秩
序
や
政
治
的
支
配
に
対
す
る
反
発
と
の
並
存
が
指
摘
で
き
よ
う
。
　
一
向
一
揆
に
対
す
る
織
田
信
長
の
対
応
も
こ
の
二
つ
の
点
に
対
応
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
前
者
へ
の
不
問
・
黙
認
と
政
治
的
次
元
で
の
本
願
寺
門
徒
に
対
す
る
攻
撃
と
い
う
二
点
で
あ
る
。
即
ち
本
願
寺
門
徒
の
一
揆
へ
の
加
担
を
赦
免
し
高
田
派
へ
の
所
属
を
命
じ
、
真
宗
信
仰
に
関
し
て
は
容
認
す
る
一
方
、
自
領
々
民
の
謀
反
に
は
徹
底
し
た
弾
圧
を
も
っ
て
臨
み
、
対
立
す
る
隣
国
で
あ
る
加
賀
に
対
し
て
は
「
外
交
」
の
次
元
で
臨
ん
で
い
る
行
動
様
式
も
、
上
記
の
本
願
寺
門
徒
の
行
動
様
式
に
対
応
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
　
こ
の
他
に
も
今
後
の
検
討
を
必
要
と
す
る
事
柄
は
多
い
が
、
一
向
一
揆
を
考
え
る
上
で
「
国
」
の
規
定
性
と
い
う
政
治
的
側
面
と
本
願
寺
法
主
へ
の
帰
依
と
い
う
宗
教
的
側
面
の
双
方
を
み
る
必
要
を
提
起
し
て
、
蕪
雑
に
堕
し
た
小
論
を
終
え
た
い
。
七
二
〔
註
〕
（
（
（	
小
泉
義
博
「
越
前
一
向
一
揆
の
展
開
」（
『
越
前
一
向
衆
の
研
究
』
一
九
九
九
年
、
第
一
節
、
初
出
一
九
九
六
年
（。
な
お
こ
の
一
揆
の
中
で
活
動
し
て
い
た
越
前
国
衆
堀
江
景
忠
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
動
向
か
ら
当
該
事
件
を
考
察
し
た
も
の
と
し
て
、
竹
間
芳
明
「
越
前
一
揆
の
構
造
」（『
北
陸
の
戦
国
時
代
と
一
揆
』
高
志
書
院
、
二
〇
一
二
年
、
初
出
二
〇
〇
九
年
（
が
あ
る
。
（
（
（	
こ
こ
で
い
う
「
外
交
」
と
は
丸
島
和
洋
氏
が
述
べ
ら
れ
る
「
戦
国
大
名
同
士
の
交
渉
」（
同
『
戦
国
大
名
の
「
外
交
」』
講
談
社
、
二
〇
一
三
年
、
八
頁
（
に
準
じ
る
、
大
名
領
国
相
互
の
同
盟
・
和
睦
な
い
し
敵
対
の
関
係
を
指
す
。
（
（
（	
事
実
、
真
宗
高
田
派
は
天
正
二
年
七
月
の
時
点
で
、
朝
倉
景
健
・
堀
江
景
忠
ら
と
共
に
織
田
信
長
に
内
応
し
て
い
る
（『
法
雲
寺
文
書
』
天
正
二
年
七
月
二
十
日
織
田
信
長
黒
印
状
（。
（
（
（	
永
正
十
六
年
頃
、
河
合
庄
に
は
給
人
と
し
て
乙
部
右
京
亮
が
存
在
し
、
年
貢
収
納
に
本
願
寺
も
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
『
守
光
公
記
』
の
「
禁
裏
御
料
所
川
合
庄
御
年
貢
二
千
疋
、
商
人
小
浜
三
郎
左
衛
門
収
之
、
旧
冬
千
疋
岸
方
衆
之
…
…
前
々
甘
露
寺
取
次
之
、
旧
冬
被
辞
申
之
、
仍
自
施
薬
院
於
局
被
仰
此
事
、
則
旧
冬
相
語
本
願
寺
、
為
使
下
□
者
也
、
…
…
彼
給
人
乙
郡[
乙
部]
右
京
亮
、
一
段
無
力
者
候
、
河
合
五
郎
兵
衛
、
以
他
足
進
上
申
云
々
、」（
永
正
十
六
年
二
月
二
十
二
日
条
、
大
日
本
史
料
九
・
八
・
二
九
八
頁
（
と
の
記
述
か
ら
窺
わ
れ
る
。
（
（
（	『
越
州
軍
記
』
に
よ
れ
ば
、
富
田
長
繁
は
天
正
二
年
二
月
十
八
日
に
長
泉
寺
山
の
敵
陣
を
攻
撃
中
に
戦
死
し
て
お
り
（
四
・
富
田
与
一
揆
合
戦
之
事
（、
円
宮
寺
が
二
月
十
八
日
に
富
田
討
死
の
際
富
田
軍
に
加
わ
っ
て
い
た
と
の
告
発
と
合
致
し
て
い
る
。
（
（
（	『
福
井
県
史
』通
史
編
二
、五
一
五
～
六
頁（
大
原
陸
路
氏
執
筆
部
分
（。『
滝
谷
寺
文
書
』
に
み
ら
れ
る
堀
江
景
忠
と
堀
江
幸
岩
斎
藤
秀
の
花
押
は
酷
似
し
て
お
り
、
藤
秀
の
そ
れ
は
下
部
に
一
点
、
僅
か
な
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
あ
と
の
部
分
は
景
忠
の
そ
れ
と
細
部
に
至
る
ま
で
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
形
状
の
酷
似
し
た
二
つ
の
花
押
を
そ
れ
ぞ
れ
、
同
じ
堀
江
名
字
の
別
人
の
も
の
と
想
定
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
お
そ
ら
く
堀
江
景
忠
が
幸
岩
斎
の
号
を
も
っ
た
際
に
、
一
点
の
み
変
え
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
（
（
（	
既
に
永
禄
十
年
に
堀
江
景
忠
は
、
加
賀
一
向
一
揆
に
味
方
し
て
越
前
よ
り
加
賀
へ
と
出
国
し
た
こ
と
を
本
願
寺
顕
如
か
ら
賞
さ
れ
て
お
り
（『
顕
如
上
人
文
案
』
永
禄
十
・
六
月
五
日
書
状
（、
加
賀
一
向
一
揆
に
も
人
脈
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
（
（
（	
金
龍
静
「
戦
国
期
本
願
寺
支
配
権
の
一
考
察
」（
峰
岸
純
夫
編
『
本
願
寺
・
一
向
一
揆
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、一
九
八
四
年
、初
出
一
九
七
六
年
（。
（
（
（	
小
黒
西
光
寺
は
天
正
九
年
に
准
如
が
本
行
寺
の
住
持
と
な
っ
た
際
、
越
前
の
末
寺
と
し
て
本
行
寺
の
下
寺
に
属
し
て
お
り
（
岡
村
喜
史
「
近
世
前
期
本
願
寺
に
お
け
る
本
末
制
の
再
編
成
」
福
間
光
超
先
生
還
暦
記
念
『
真
宗
史
論
叢
』
永
田
文
昌
堂
、一
九
九
三
年
（、織
田
方
へ
の
内
応
に
よ
っ
七
三
『
越
州
軍
記
』
に
み
る
越
前
一
向
一
揆
て
本
願
寺
教
団
か
ら
制
裁
さ
れ
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
（
（0
（	
井
上
鋭
夫
氏
、『
加
能
史
料
』
戦
国
一
六
は
天
正
三
年
の
も
の
と
す
る
（
井
上
『
一
向
一
揆
の
研
究
』、
吉
川
弘
文
館
刊
、
一
九
六
八
年
、
五
九
九
頁
、
『
加
能
史
料
』
戦
国
一
六
、一
九
九
頁
（。
天
正
三
年
七
月
四
日
で
は
織
田
信
長
の
越
前
再
侵
攻
以
前
と
な
り
内
容
上
の
齟
齬
が
生
じ
る
。
本
書
状
の
後
段
に
「
御
屋
形
様[
上
杉
謙
信]
御
出
勢
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
各
還
国
の
望
み
を
遂
げ
難
く
候
、
則
ち
加
州
諸
侍
中
よ
り
、
連
署
を
も
つ
て
御
出
馬
の
儀
申
入
ら
る
ゝ
の
由
、
目
出
度
く
珍
重
に
存
じ
奉
り
候
」
と
あ
り
、
天
正
四
年
八
月
十
三
日
の
足
利
義
昭
御
内
書
に
は
「
加
州
の
儀
に
よ
つ
て
出
張
相
滞
る
の
由
候
間
、
本
願
寺
た
つ
て
意
見
を
加
へ
、
異
儀
な
く
候
、此
の
上
は
、急
度
越
前
に
至
り
乱
入
肝
要
に
候
」（『
上
杉
家
文
書
』、
『
加
能
史
料
』戦
国
一
六
、二
七
三
頁
（と
あ
り
、越
前
侵
攻
が
話
題
と
な
っ
て
い
る
天
正
四
年
の
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
仮
に
異
本
の
「
九
月
八
日
」
の
表
記
を
と
れ
ば
、
天
正
三
年
・
四
年
双
方
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
織
田
信
長
と
上
杉
謙
信
の
対
立
が
明
確
で
な
い
天
正
三
年
九
月
八
日
に
「
御
屋
形
様
御
出
勢
」
が
話
題
と
な
る
か
ど
う
か
が
不
明
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
天
正
四
年
に
比
定
し
て
お
き
た
い
。
（
（（
（	
井
上
鋭
夫
『
一
向
一
揆
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
八
年
（
五
八
九
頁
。
（
（（
（	
勝
俣
鎭
夫
「
戦
国
大
名
「
国
家
」
の
成
立
」（『
戦
国
時
代
論
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
、初
出
一
九
九
四
年
（、拙
稿
「
戦
国
期
の
「
国
」
観
念
」（『
戦
国
時
代
の
自
力
と
秩
序
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
（。
